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　第一章




　新宿駅東口からほど近い場所にある、歌舞伎町。その一番街、劇場通りと中央通りを結ぶ横道に、星ほし野の志し穂ほは立っていた。

　下ろしたてのかっちりとしたスーツ姿で、あきらかに浮いている。志穂はこの春からの新任教師なので、おかしな格好ではないけれど、この場所には不似合だ。それは本人も自覚している。

　歌舞伎町。眠らない街。──俗に言う、ネオン街。

（でも、わたしは、ホスト遊びをしにきたわけじゃないんだし）

　派手な格好をしたキャバ嬢や、着飾った客引きのホストたち、羽を伸ばしにきた一般客とすれ違い、志穂は、まるで西洋の城のような外観の建物の前で足を止めた。

　壁に刻まれた、《ホストクラブ　セニシエンタ》という文字を見る。スペイン語で「シンデレラ」という意を持つ名前だ。

　志穂がここに来たのは、この店の経営者である母、陽子に呼びだされたからだった。

　翌日から、新環境での仕事が始まるのだし、ゆっくり休みたいところではあったけれど、女手一つで自分を育ててくれた大事な母である。その呼び出しを、無む碍げに断ることなどできるはずがなかった。

（もう営業、始まっちゃってるよね。真正面から入るわけにもいかないし）

　裏口から入ろうと思い、店の周囲をぐるりと探るように歩いていると、不意に声を掛けられて思わず志穂の肩が跳ねる。そこにいたのは、黒づくめのスーツを着た男だった。

「あ、こっちは従業員用の入り口なんですよ。すみませんね、入口はあっちです、俺についてきてください」

「はい？　あ、いや、あのっ」

　現れた男がセニシエンタのホストだと判断する間もないほど強引に、志穂は店の正面まで連れ戻されてしまう。

「ん？　ああ、安心してください、当店は初見さんも歓迎ですよ。そんな固い顔しなくても、店の者に任せてくれれば大丈夫ですから」

　困惑する志穂の表情をどう捉えたのか、そんな、フォローするようなことを男は言った。

「わたし、そういうのじゃあ……」

「それでは、こちらへどうぞ」

　もともと押しに弱いうえ、ホストが苦手な志穂は、言われるがままついていく。

　引き連れられるようにして扉の前に立たされ、男が扉を開ける──。

「夢の時間へようこそ、お姫さま！」

　バッ、と開かれた扉の先、地下の店内へと続く煌びやかな階段の両脇に、たくさんの男たち──ホストたちが、傅くように構えている。そして奥では、ダンスホールを中心に席がいくつも設けられていて、豪奢なシャンデリアや、積み上げられたグラスなどがきらきらと輝いていた。

　思わず息を呑んで、見入ってしまう。

（……これは、ハマっちゃう人の気持ち、分かるかもしれない）

　店の空気に触れただけで、そんなことを思う。

　そうして見惚れていると、かつんかつんと、階段をのぼって、一人の男がやってくる。

「どうも、はじめまして、お姫さま。当店ナンバーワンホストの、輝夜かぐやといいます」

　造り物と見紛うような、整った顔立ち。純度の高い金髪に、凛とした目。全体的に落ち着いていて、柔和な雰囲気だが、どこか幼さが残るような、そんな不思議な感じがした。

　ありきたりでありふれた表現ではあるけれど、志穂は、まるで王子様のようだと思った。

（そういえば、セニシエンタのテーマが、王子と姫の舞踏会──だったか）

　そんな風に別のことでも考えないと、彼の目に吸い込まれてしまいそうだった。真っ直ぐ顔を合わせることすら、志穂には難しい。

　──だから、目の前でひざまずいた輝夜に手を取られ、その甲に口づけされたことに、直前まで気付かず、過剰に驚いてしまった。

「ひゃっ！」

　思わず、反射的に手を振りほどく。その勢いで志穂は足を踏み外して、そのまま倒れそうに──。

（うっ！）

　目を強く閉じて痛みに備えた志穂だったが、予期していた衝撃は来ない。

　咄嗟に、輝夜が自分の身体を壁にして、抱きかかえるように志穂を庇っていた。

「お怪我はございませんか？」

　腕の中に優しく包まれていたが、しかし、いきなりのことに思わず大きな悲鳴をあげて、輝夜を突き飛ばしてしまう。

「あっ……!!」 

　盛大な音を立てて、近くにあったシャンパンボトルのタワーが崩れる。割れた瓶から溢れた金色の泡が輝夜の頭にかかり、髪を伝って、スーツを濡らしていた。

「……は、はは。やんちゃなお姫さま、だね。これは、少しお仕置きが必要かな？」

　乱れた格好で、引きつりながらでもそんな言葉を発したのは、ホストとしてのプライドゆえだろう。

「す、すみませんっ！」

　階段に並んでいたホストが、すぐにタオルを持って輝夜のところに駆け寄る。それを受け取って髪を拭くと、水気を含んだ金髪が揺れる。

「……あの、本当にすみません。大丈夫ですか？　け、怪我とか……」

「とりあえず、こちらへ来ていただけますか？」

　柔らかい、優しげな笑顔のままだったが、断ることを許さない雰囲気だった。
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「ほんとあんたは、そそっかしいわねえ」

　輝夜に事務室へと通された志穂は、そこで会計処理をしていた陽子に、事の顛末を説明した。話を聞いた陽子の一言目が、これだった。

「いやまあ、本当にね」

　志穂としては思うところも色々あったが、胸に秘めておくことにした。下手なことを言って、割れた分の酒の請求などされたらたまったものじゃない。

（……そんなことをされないのは分かってるけど）

　それに、申し訳ないと思っているのは本当だった。

　特に、助けてくれたホストの人には、もう一度しっかり謝っておきたいと思っていた。

　輝夜は、志穂が陽子の娘であることを知ると、「それじゃあ、後頼みます」と言って事務室から出て行ってしまった。

「それで？　お母さん、何で私を呼んだの？」

　罪悪感から逃れるように、志穂は尋ねる。

「ああ。あんた、仕事、明日からでしょう？」

「そうだけど」

「だから、はい、これ」

　そう言って、陽子は小さな包みを志穂に手渡す。

「就職祝いよ。忙しくて何もしてあげられてなかったからね」

「……お母さん。ありがとう」

　中に入っていたのは、銀色の時計だった。文字盤にフランス語のロゴが入っている、高級そうなものだ。

「それだけなんだけどね、用事。急に呼んで悪かったわね」

　そう言い終わると、陽子がごほごほと咳込む。

「大丈夫？」

「平気。あんたも、身体気をつけなさいよ」

「うん。……じゃあ、もう行くね」

　志穂は立ちあがって、部屋を出ようとする。

（平気って言ってるけど、本当に大丈夫なのかな……）

　陽子が無理をしているような雰囲気を感じて、志穂はそんなことを思う。

「あ、そうだお母さん」

「何？」

「さっきの人に謝りたいんだけど、どこにいるか分かる？」

「たぶん、突き当りの部屋にいると思うわ」

　それを聞くと、志穂は廊下に出て、教えられた部屋を目指す。狭い通路には、段ボール箱やチラシの束が置かれていた。表の華やかさとは大違いである。

　足元を通る雑多なコードなどに足をかけぬよう、気を付けながら歩く。そして突き当りの部屋の前に立ってノックをした。

「はい」

　声でさっきのホスト、輝夜だと判断して、志穂は扉を開ける。

　するとそこに、輝夜が上半身裸で立っていた。

　細身ながらも引き締まった身体。透明感のある肌に、うっすらと腹筋の割れ目が通っている。

　輝夜はロッカーに囲まれた部屋の真ん中で、予想外の来訪者に驚いた顔をしていた。

（お、お母さんのバカ！　更衣室なら、そうだって言っておいてよ！）

「すみませんっ！」

　輝夜のほうを直視しないようにしながら、飛び退くように部屋を出ようとする。

　しかし、足を一歩後ろに下げたところで、床を這っていたコードに引っかかって転びそうになる。

　すぐさまそれに反応して輝夜が動く。着る途中だったシャツを投げ捨て、志穂の腕を取って抱き寄せた。

　指先が輝夜の胸板に触れる。自分の身体とは明らかに違う固さを感じて、顔が熱くなる。

「もしかして、わざとやってる？」

　ホストとしての営業用の笑顔ではなく、悪戯っぽい笑いを浮かべて輝夜が言う。

　目の前に、男の人の肌がある。それを意識するだけで志穂は恥ずかしくなって、逃げるように後退りながら頭を下げた。

「し、失礼しましたっ！」

　輝夜に謝ることなどすっかり忘れて、志穂は更衣室を飛び出しセニシエンタを後にした。







「……あれが、陽子さんの娘さんか……」

　一人、部屋に残された輝夜が呟く。

「……ってことはあの人が……ふうん、なるほどねえ」

　志穂の慌てぶりを思い出しながら、にやりと、愉快そうに笑った。

「面白くなりそうじゃん」







　第二章




　翌日。四月八日、月曜日。

　私立御巫みかなぎ高校の始業式の日だ。暖かく天気も良い、始まりの日には最高の陽気だった。

（今日から本当に、先生になるんだ。頑張ろう）

　一年目なのでクラス担任ではなかったが、三年生の副担任をすることになっていた。誰よりも早く職員室に来て、通年の日程表を念入りに確認する。

　早朝から家を出ていたのは、気合いが入っていたからだが、部屋に一人でいるとすぐに、昨晩のことを思い出してしまうという理由も大きかった。

（……男の人の肌、あんなに近くで見るの、初めてだったし……）

　たかだか半裸程度で動揺してしまうほど初う心ぶな自分を少し恥ずかしく思いながらも、集中するように頭を振って、目の前の日程表に意識を向ける。

　八時を回る頃には教員たちも揃い始めていた。教員同士の顔合わせは事前に済まされていたので、志穂が副担任となるクラスの主担任──秋あき原はら昇のぼるがやってきたところで、志穂は名簿から顔を上げて挨拶を交わした。

「星野先生、今日からよろしくお願いします。一緒に頑張りましょうね！」

「はい、お世話になります！」

　秋原は人の良さそうな、爽やかな男だ。よく通るはきはきとした声と、自信に溢れた立ち居振る舞いは、志穂の理想とする先生像に合致している。

　初めての、朝の職員会議の間もこまめに解説を入れるなどの気遣いをしてくれた。

（面倒見の良い、優しい先生だなあ……。この人が私の指導担当で良かった）

　会議の後はそのまま一緒に教室へ移動する。すでに朝のホームルーム開始のチャイムは鳴っていて、廊下に生徒の姿はなかった。

「朝のＳＨＲショートホームルームで自己紹介してもらいたいんだけど、大丈夫？」

「大丈夫です、ちゃんと練習してきましたから！」

「それじゃあ、後についてきて」

　教室の前の扉を開けた秋原に続いて、中に入る。ざわざわと、生徒たちのどよめく声に、志穂の緊張が高まる。

　教壇に立った昇の脇に控えるように立って、生徒のほうに向き合う。

「……っ！」

　そこで思わず叫びそうになってしまい、なんとか留まった。

　後ろの黒板の傍には──印象的な、透き通るような金髪、日本人離れした整った顔立ちの男子生徒が座っていた。

「よーし、じゃあホームルーム始める前に、新しい先生の紹介を──」

　驚きのあまり秋原の声が遠くにしか聞こえず、心臓の鼓動が早くなる。

（な、な、何で!!）

（……いや、人違いかも……）

　あんなに綺麗な人がそうそういるとは思えなかったが、志穂は驚いてそらしてしまっていた視線を、恐る恐る戻してみる。

　男子生徒と、視線が重なる。生徒はそれを感じ取ると、にっこりと柔和な笑顔を浮かべた。その表情を見て、志穂は確信する。

（……間違いない。昨日のホスト、輝夜だ）

「──先生、星野先生？　自己紹介、お願いします」

　軽く放心してしまい、何度目かの秋原の呼びかけでようやく我に返った。

「は、はい……それじゃあ、ええと」

　教壇に上がると、輝夜の真正面に立つ形になった。視線をまったく外そうとしない輝夜に怯みながら、自己紹介をする。

「今年からここ、御巫高校に着任しました、星野志穂です。漢字は、星座占いの星に、野放図の野。士の下に心と稲穂の穂で、星野志穂。担当は現国と古文です。皆さん、よろしくお願いします」

「よろしくおねがいしまーす」

　緩やかな返事とともに拍手に包まれても、志穂の心はもやもやしたままだった。
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　初日の内容は授業ガイダンスと、体育館で行われる始業式だけだったが、志穂はその他に、補講監督を任されていた。

「Ｓ特の連中で、学年末テストの点数がちょーっと厳しかった人たちの補講ね。まあ元が頭良い子たちだから、適当にプリントやらせとけば平気だと思うよー」

　職員室で補講の準備をしていると、家庭科教師の英はなぶさ舞まいがそう教えてくれた。自分はすぐに帰るつもりなのか、すでに荷物を鞄に詰め始めている。

　彼女のことは始業式の時から気になっていた。「式だから」と言って派手な、フリルのついた白いドレスを着ているし、化粧も濃い。十歳近く年上だと聞いていたが、むしろ自分より若々しいんじゃないかと思わされるような感じだった。

（補講監督ぐらいなら簡単だから、まずはこれで慣れなさいってことなんだろうけど）

「Ｓ特の優秀な子だから放っておいても平気」というような考えには、賛同しづらいところだった。

　Ｓ特というのは特待生のうち、学費全額免除をされている生徒のことを指す。上位の進学校である御巫高校のＳ特の生徒ともなると、有名大学への進学がほぼ確約されているようなものだった。

　志穂は補講を行う教室へと向かう。指定された大量の課題プリントを運びながら、補講参加者の名簿を見て、ため息を吐く。

（……この戸と倉くら瞬しゅんっていうのが、昨日のホストなんだよね）

　昨日会った時はまさか年下だとは思わなかったが、無意識に感じたわずかな幼さの理由が分かって、一人で納得した。高校生なのだから、どうしたって子供っぽさも感じる。

（でも、身体つきは完全に、男の人って感じだったけど……）

　そこで昨日のことを思い出してしまい、また頬が熱くなりかける。

「これ、運んでいけば良いんだろ？」

　不意に手元が軽くなったと思ったら、いつの間にか横に立っていた瞬が、抱えていたプリントを持ってくれていた。

「と、戸倉くんっ!?」

　突然現れた瞬に驚いて声をあげる。肩が触れ合うような距離で並ばれて、緊張して変な声になってしまった。

「初日から補講なんて、あんたも大変だね。まあ、俺も受けなきゃいけないんだけど」

　瞬はそう言うと、さっさと歩みを進めてしまう。

　慌てて志穂はその後を追って、遮るように回り込む。

「ねえちょっと、何で君、ホストなんて……ぐむっ」

「声がでけえ」

　大声で呼び止めようとした志穂の口を、瞬が手を当てて塞ぐ。反射的に身体を引こうとするが、壁際に追い込まれて身動き取れなくなってしまった。

「迂闊すぎんだろ、バレたらどうすんだ」

「悪いことしてる自覚はあるんだね」

　高校生でホスト。いくら生徒の自主性を重んじる御巫高校でも、そんなものが露見すればさすがにただでは済まないだろう。

　瞬はＳ特の生徒だというのだから、尚更だ。

　そう思っていたけれど、しかし瞬はにやりと意地悪く笑って答える。

「違えよ。バレたら困るのはそっちのほうだろ？　平気な顔してっけど、ホストクラブ経営者の娘が教師だなんてのも、結構まずいよな」

「うっ」

　それは痛いところだった。

　だから目を背けていたのだけれど。

「まあ、お互い黙ってようぜ」

「待って待って、ダメだってそんなの。せめて、何でホストやってるのか言ってくれれば、私、相談に乗れるから」

「金のため」

「…………」

「……って言ったら、あんた、何かできんの？」

　言い方からして、そんな簡単な理由では絶対になさそうだった。しかし話す気もないという、明らかな壁を感じる。そこで引き下がるのが悔しくて、苦し紛れに言葉を繋ぐ。

「……いや、でも！　じゃあ、髪！　その髪は！」

「これ？　地毛だけど」

　それで、話は終わりだとばかりに歩き出す。

　真面目に受け答えするつもりはないようで、志穂は頭を抱えて、その後を追った。
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　補講の対象になっている生徒は六名だった。

　ただでさえ数の少ない特待生の中、更にテストで点数が低かった者となると、こんなものだろう。

　教室まで一緒に来た瞬は、前髪の長い男子生徒の隣に座って、話し始めていた。

「お、来てるじゃねえか、喜き一いち」

「久しぶりだね、瞬くん」

　喜一と呼ばれた生徒を、補講参加者名簿と見合わせて確認する。宍しし木き岐き喜一。大人しそうな子だが、瞬とはだいぶ親しそうな雰囲気がある。

（……普通に、高校生もしてるんだ）

　そんなことを考えながら、生徒が揃ったことを確認して、志穂はプリントを配布する。

「……ええと、これをやり終えた人から、提出して帰って良いです。途中で分からないところがあったら、遠慮無く聞いてくださいね」

　英に教えられた通りに生徒に呼びかけながら、志穂はプリントの量に疑問を持った。いくら今年受験を迎える三年生とはいえ、明らかに量が多すぎる。詳しく見ていくと、有名大学の国語科の問題を端から集めただけの、粗雑な内容に思えた。

　配られた生徒たちはそれに疑問を持たずに、淡々とこなしていく。

　一時間半ほど経つと、数人がぱらぱらとプリントを提出して、帰って行った。最終的に残ったのは瞬と喜一だったが、瞬のほうはもう随分前から手を止めていた。

（分からないわけでも、ないんだろうけど）

　それとも、自分が信用できないから聞きに来られないのだろうか。

　そう不安に思いながら二人が座る席に寄っていくと、瞬のほうはすでに課題をこなしおえているようだったが、喜一のほうが問題だった。

「宍木岐くん、大丈夫？」

　俯いて問題を見つめる喜一に志穂が声をかける。すると、喜一が怯えたようにびくりとしてから顔をあげた。

「す、すみません。すぐ終わらせますから……」

　そう答えた喜一のプリントを覗き込むが、すぐ終わりそうな状態には思えない。喜一は紙と向き合って、頭を悩ませていた。

　時刻は三時五十分。始業式の今日の下校時刻は、四時を指定されていたはずだ。志穂は少し考えてから、喜一に声をかける。

「じゃあ、今日はここまでにしようか」

「え、でも、まだ僕……」

「大丈夫だって。明日、また頑張ろうね」

　補講は二日間に渡って行われる。本来なら翌日に課題を繰り越すと、次の日のほうがきつくなるのだが、志穂には少し思うところがあった。

　かけられた優しい言葉に、逆に不安を感じながらも喜一が頷く。

「それじゃあ先生、また明日」と喜一。

「じゃあね」と瞬が言って、二人並んで部屋を出て行った。瞬はきっと、喜一が課題を終えるのを待っていたんだろう。

（……意外と優しいところもあるのかも）

　そんなことを思いながら、志穂は自分の頬を軽く叩いて気合いをいれる。

　喜一の様子から抱いた違和感の原因を突き止め、そのうえで彼のためにできることをやる。それが教師としての自分に課された、最初の課題だと思った。




＊　＊　＊




　翌日は入学式で、新入生を迎えることになった。志穂もまた新任教師として、異動してきた他の先生と一緒に壇上に上がり挨拶をした。それらが終われば放課後となるので、志穂はすぐさま職員室に戻り、補講の準備をした。

　事前に、補講該当者に与えるプリントの内容を変更することの許可を得ていた志穂は、昨日よりも随分と軽い量の課題を抱えて、補講を行う小会議室へと向かった。

　志穂は昨晩、家に帰ったあとにプリントを検分し、それから喜一や他の生徒の様子を踏まえた上で作り直していた。

　問題点はその量の多さにあるだろう。あれでは、やる気もでない。

（それから宍木岐くんに関しては、プレッシャーなのかな）

　プリントの作り直しだけでなく、気になった喜一に関しても、志穂は調べていた。どうやら昨年度の後半は不登校になっていた生徒だと判明。さらに、去年までの業務日誌を見直して、その原因を突き止めようとも試みた。

　さすがにはっきりとは分からなかったけれど、たぶん、Ｓ類特待生としてかけられる期待の大きさと、それに見合った、与えられる課題の量に耐えられなかったのだろう。

　ほとんど徹夜の作業になってしまったが、志穂は十分な手応えを感じていた。

　補講が始まると、生徒たちは頭を悩ませる場面が少なく取っ付きやすそうにしていたし、喜一もまた、他の生徒と変わらぬ時間に問題を解き終えられた。

　帰り際に、喜一は「今日の課題、すごく分かりやすかったです！」と言ってくれたので、それだけで満足だった。

「あいつがあんな気楽に問題解いてる姿なんて、久しぶりに見たよ」

　最後の一人になるまで残っていた瞬が、志穂にそう話しかけてくる。

「この課題、もしかしてあんたが一晩で作ったの？」

「そ、そうだけど……」

　試すような目で志穂を見ながら、愉快そうに笑う。

「やっぱ面白いな。あんたのこと、気に入ったよ」

　好戦的な表情の瞬と目が合って、血の巡りが早くなる。指先が脈打つ感覚まで強くなった。男の人からこんな真っ直ぐに好意を向けられることは、志穂にとって初めてだった。

　それゆえに動揺してしまった志穂は思わず、その好意の矛先から外れるために、振り絞るように言ってしまう。

「わ、私は、ホストなんて──嫌い、だから」

　その言葉に、瞬が目を見開く。

　彼の気持ちははっきりとは分からないが、ショックを受けているようにも見えた。

　予想外のリアクションを取られ、弁解を口にしようとしたところで、志穂の携帯が震える。電話の着信で、画面には『お母さん』と表示されていた。

「──……どうしたの、お母さん」

『すみません、星野さんの娘さんですね？』

　聞こえてきたのは、知らない男性の焦った声だった。
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「お母さん、大丈夫っ!?」

　連絡を受けて病院へと赴くと、陽子がベッドの上に寝かされていた。腕には点滴の針が刺さっている。

「そんな心配そうな顔しなくても平気よ。ちょっと、適当に食事しすぎちゃってただけみたいだから。一ヵ月もかからずに、退院できるみたい」

「……そっか」

　志穂は安心して、大きく息を吐く。

（命に別状はないのは良かったけれど……）

　陽子の携帯からかけてきた、セニシエンタのホストの人の緊迫した声につられて、焦りすぎていたのだろう。

（でも、お店の経営のほうは平気なのかな）

　電話での話を聞いて、心配してついてきていた瞬は、数歩下がったところで二人を見ていて、陽子と目が合うと軽く頭を下げた。

「あら、輝夜くん。わざわざありがとうね」

「いえ、お体のほうは大丈夫ですか？」

「もう、だから平気だって。ああ、志穂は学校でうまくやれてるかしら？」

「ええ。良い先生ですよ」

　二人の様子から、志穂はあることに気づいた。

「……もしかして、戸倉くん、私が先生になること知ってたの？」

「陽子さんから、娘さんの話は聞かされていましたから」

　ふっ、と優しい顔で微笑みながら答える。陽子の前だからか、すっかり『輝夜』の振る舞いになっていた。

「じゃあお母さん、彼が高校生だって知ってて雇ってたの!?」

「ええまあね。それよりも、輝夜くん、ちょっと話があるんだけど……」

（それよりもって……）

　話を逸らされたことに憤りを感じながらも、瞬と陽子の会話に耳を傾ける。

「私がしばらく店から離れなきゃいけないことを知って、鏡派の子たちが動き出したみたい」

「……やっぱりですか。店の方にまだ顔を出せていないのですが、どういった状況で？」

「鏡くんが何人かを連れて、エーデルワイスに移ったそうよ」

「……っ！　それは……」

「正直、かなりまずいわねえ」

　陽子が困ったように言う。

「お母さん、どういうこと？」

「あなたが心配するようなことじゃないわ」

　その言い方に少しむっとして、志穂が言い返す。

「お母さんのお店のことでしょ？　関係なくないよ」

「でもあなた……嫌じゃないの？」

「嫌なわけないよ」

　確かに志穂はホストを苦手だと思っているが、それは、そこに父親を重ねてしまうからだった。かつての「セニシエンタ」の経営者であり、ホストだった父、雄ゆう作さく。

　自分と母を置いて、突然姿を消してしまった彼の面影がちらついてしまうというのが、志穂がホストに苦手意識を持っている原因だ。

　しかし、雄作が遺していき、陽子が後を継いだセニシエンタに少なからぬ思い入れがあるのもまた事実である。

　店の危機となれば、黙ってはいられなかった。

「何に困ってるのかは分からないけど、私に手伝えることがあったら、言って」

「……分かったわ。じゃあ、お願いしたいことがあるのだけど」

　陽子のほうが先に折れて、志穂に事情を説明し始めた。
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　志穂は再び、歌舞伎町を訪れていた。相変わらずスーツ姿で周りから浮いているが、今回はそのことを気にしている余裕もない。

（お母さんのために、私が何とかしなきゃ）

　陽子の説明によると、セニシエンタのナンバーツーである鏡を始めとした数名のホストが、ライバル店である、《エーデルワイス》へと移ろうとしているということだった。

　元々セニシエンタ内では、輝夜を筆頭にした大半のホストが所属する輝夜派と、それに対抗する勢力である鏡派があって、競争することによってお互いに売り上げを伸ばし、ひいては店の売り上げアップに貢献していたのだという。

　その対立が拗れに拗れた結果、鏡らは、経営者の陽子が倒れたことを機にライバル店へと異動し、セニシエンタを潰そうと考えたらしい。

「実際、彼らに抜けられちゃうと厳しいわね。エーデルワイスに負けるどころか、お店畳まなきゃいけなくなるかもしれないわ」という陽子の言葉を受けて、鏡たちを説得するために、エーデルワイスに来たのだった。

（……本当は、戸倉くんも来てくれれば良かったんだけど）

　陽子が休養を取るために、お店でやらなければならない作業の全てを瞬が受け持ってくれているので言い出せなかったが、少し心細く思っていた。

　ホストは嫌い──ではなくても、やっぱり苦手なのだ。

　真っ白い塗装を施されたエーデルワイスの扉の前で尻込みしてしまっていた志穂だったが、意を決して、店の中へと入った。

「いらっしゃいませ、お嬢様」

　セニシエンタのように気取った挨拶こそなかったが、にこやかにホストが迎えてくれる。

　目の前にいたホストは、輝夜と比べても見劣りしないほどに端正な顔立ちをした男性だった。綺麗な長めの黒髪。年上の余裕というか、落ち着いた雰囲気が感じられた。

（いや、外見の特徴というよりは、服の問題な気もするけど）

　紺地の着物の上から羽織りを着た格好である。

（……ホストに和服って）

　ふと脇に目をやると、入り口付近に置かれた看板には、《和服イベント期間中！》と書かれていた。いろいろ考えてるんだな、と変に感心してしまう。

「おや、初めてのお客様ですね。私がエーデルワイスの経営者兼ナンバーワン、神じんと申します。以後お見知りおきを」

　志穂が初めての来店だと一発で見抜いて、神はそう挨拶した。

「……もしかして、客の顔を全部覚えてるんですか？」

「いえいえ、さすがにそんなことはできませんよ。ですが、あなたのような美しい方が一度でも来てくださっていたのなら、忘れるわけがないですからね」

　不意にそんなことを言われて、頭がくらりとしそうになる。

（美しいだなんて……皆に言ってるんだろうけど）

　頭では分かっていても、そんな台詞を、こんな格好良い人から言われれば、心は浮き足立ってしまう。それを何とか自制して、志穂は用件を伝えようとするが、それより早く神は、志穂の身体を抱きかかえてしまう。

「きゃっ、わっ」

「お席のほうへご案内いたします」

　微かに口元を緩めて笑い、そのまま歩きだそうとする。人一人抱えているとは思えない軽妙な足取りだ。

　いきなりの浮遊感のせいで、志穂の手はいつの間にか、神の着物の襟を掴んでしまっていた。和服のせいか、妙な艶めかしさがある。手を急いで離してから、志穂は慌てて神の腕から抜け出す。

「あの、すみません、私はお客じゃなくて……セニシエンタの経営を、任されている者なのですが」

　経営者の娘、などと言えば軽くあしらわれてしまうのではないかと思い、咄嗟に嘘をついた。しかしそのせいで逆に訝しげな目で神に見られてしまう。

「経営者……？　セニシエンタの経営は、星野さんがやっているはずでしょう？」

「あっ……母をご存じなんですか？」

「母……ああ、娘さんですか。一体、どういうわけで？　……いや、込み入った話になりそうですね。とりあえず、裏へ案内いたしますよ」

「はいっ」

　言われて、神の後に続いて、エーデルワイスの事務室を目指した。

　奇しくも、セニシエンタを訪れた時と同じような経緯を辿っていた。
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　事情を説明すると、神は少し黙ってから、こう言った。

「……事情は分かりました。ですが、だからと言って彼らをただでお返しするわけにはいきません」

「そんなっ……」

「悲しそうな顔をなさらないでください。ホストの世界で勝負、競争、派閥争い、対立、そして衝突は常……。そして鏡くんを始めとする彼らホストは、当店の優秀な戦力となってくれると思っています」

「……そう、ですか」

「ホストの世界は勝負、と言いましたね。ですが、確かにこのまま、何の条件もなく彼らがうちに移るとなれば、勝負にもなっていない……。なので、ここから勝負をしましょう。私とあなたで」

　神はそして、志穂に勝負の条件を告げた。

（いきなり勝負って……。私はホストの世界なんて関係ないのに）

　神の申し出た内容は、いたって単純。

　志穂が鏡たちと話し、連れ戻せたら志穂の勝ち。失敗したら神の勝ち、というものだった。つまり、神は鏡たちを連れ戻す邪魔はしないが、積極的に協力もしないということ。

　神が立ち会うと影響が出るかも知れないと言われ、志穂は一人で、鏡たちのもとに向かった。エーデルワイスの裏路地で喫煙している最中とのことだ。

　一人でホストの説得をするのは心細かったが、神のほうから事前に説明をしてくれるとのことで、幾分か気が楽になっていた。

　裏口から出て、暗い路地に出る。そこには四人の男がいて、出てきた志穂に敵意のこもった目を向けてきた。

「お前がババアの娘か」

　第一声。赤みがかった髪の男の言葉はそれだった。この男が四人の中心、鏡なのだと一発で分かる。

「余計なことしてんじゃねえぞ、俺らは戻んねえからな」

　隣にいた男が懐から携帯灰皿を取り出し、鏡が吸っていた煙草の灰を受ける。

「いや、でも、そんなこと言ったって……少なくとも、母と話してからというのが、筋だと思うんですけど」

「筋ぃ？　ふざけんなよ。あんなガキをナンバーワンにするような店に、通す筋なんてあるか」

　ガキというのは、輝夜のことだろう。

「ガキがトップの店だなんて、元々気に入らなかったんだよ。抜けるタイミングを窺ってたんだ。……ただ、あのババアの経営の腕だけは大したもんだからな。簡単に店を捨てりゃあこっちが喰われたかもしれなかったんだが、ぶっ倒れちまったんならもう問題もねえだろ」

「後ろ盾がなくなったら、輝夜の売り上げもすぐに落ちますよ」

　取り巻きが、鏡に同調して笑う。

　それに少しむかっとして、志穂は言い返してしまった。

「……結局、売り上げで勝てないから逃げたってことですよね？」

「…………んだと？」

　鏡が、持っていた煙草を地面に捨て、だん、と踏みにじる。そのまま志穂に近づいてきて両手首を掴み、頭の上で拘束した。

「いやっ！　何するんですか！」

「お前みたいなうぜえ女は、犯して黙らせるのが一番手っ取り早えんだよ」

「か、鏡さん、それはっ……」

「何だよお前ら、文句あんのか？」

　他のホストを睨んで黙らせると、胸に触れようと腕を伸ばしてくる。

「よく見りゃあけっこういいカラダしてんじゃねえか。こりゃあ楽しめそ──うぐっ！」

　鏡の手が志穂の身体に届く前に、鏡の顔面に握り拳がたたき込まれた。

「……ホストの顔に怪我をさせるのは、好ましくはないんだけれど……嫌がる女の人に手を出すようなやつは、ホスト以前に、男として間違っていますからね。これは、必要な制裁でしょう」

「……じ、神さん！　いや、そのこれはっ！」

「話なら、後で聞きます。他の皆さんもね……」

　志穂はその声を聞いて、ほっと胸をなで下ろす。

「大丈夫ですか、お嬢さん。すみません、怖い思いをさせてしまって……」

　神はそう言って、鏡に締め上げられていた志穂の両手首を撫でる。

「は、はい……大丈夫、です……」

　颯爽と現れ自分を助けてくれた神に、志穂は思わず見蕩れてしまった。

「おや、瞬。遅かったですね」

「え？」

　言われて顔を上げると、路地の奥から瞬が息を切らせてやって来ていた。

「随分慌てて来たみたいですが。……ふむ。そうか、お前なら、鏡さんがどう行動するのか気づけてもおかしくないですからね」

「……はあ、はあ……別に、慌ててなんかねえよ」

　そう言って瞬は、志穂と神の間に身体を割り込ませるように立った。

「戸倉くん……」

　陽子からは別の仕事を任されていた瞬だったが、自分のことが心配になって、急いで駆けつけてくれたのだろう。そう考えると、胸の奥がジンとした。神との間に割り込んだのも、気を遣ってくれているのだろう。

「……あんた、ホストが嫌いっつってなかったか？」

「そ、それは……」

「こんな奴相手に、何顔真っ赤にしてんだよ、馬鹿が」

「なっ！」

　指摘されて恥ずかしくもあったが、瞬の拗ねたような言い方のほうに戸惑ってしまう。

　二人の様子と、周囲のホストを一瞥した神は、場をまとめるように言った。

「……少し、複雑な状況ですね……さすがに立ち話でまとまる段階ではないようだ……それじゃあ瞬、一度、私も星野さんのところに行きましょう。前回お目にかかってからしばらく時間が空いてしまったけれど、ご挨拶もしたいですからね」
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「──……というわけなのですが、どういたしましょうか」

　瞬、神と揃って陽子の病室に行くと、神のほうから、陽子へ事情を説明してくれた。

（本名で呼んでいたし、戸倉くんとも仲良さそうだとは思ってたけど）

　まさか神が、昔セニシエンタで働いていたなんて考えもしなかった。

　その辺りの経緯は、病院に向かうまでの道中で話をした。二人の関係を尋ねた時の、それぞれのリアクションが面白かったと、志穂は思い出して少し微笑む。

「二人は知り合いなんですか？」

「ええ。こいつは弟みたいなものです」

「兄貴っつーか、口うるせえ親父だろ」

　どうやらセニシエンタで働いていた頃、瞬にホストとしてのノウハウを教えたのが、神らしい。陽子のもとで名をあげ、輝夜という後釜を育て上げた神は、歌舞伎町の頂点を取るために独立し、ホスト兼経営者として活躍していた。

「志穂、あなたは大丈夫なの？」

　話の都合上、鏡に襲われたことも素直に話してしまっていたため、陽子が心配そうな顔をする。

「平気。お母さんは、自分の身体の心配してよ」

「……そうね。神くんも、ごめんね。私の教育不足だったわ」

「いえいえ。……ですが、そうですね。彼らをお返しするかどうかという話でしたが、そういうことじゃあもう無くなってしまってますよね……」

　思案顔をする神。陽子も対策を考えているのか、黙ってしまう。

　瞬は神と合流してからずっと、ふて腐れたように口数が減っていた。

（何だか、授業参観の時の生徒みたいだ）

　と、教育実習の時のことを思い出しながら、志穂はそんなことを思った。

「それじゃあ、こうしましょう」

　病室を包んでいた沈黙を打ち破ったのは、神だった。

「何かしら」

「問題は、セニシエンタのホストが減ってしまったことと、経営者が不在になってしまったことですよね。それならば、私が、星野さんがいない間だけでもセニシエンタのお手伝いをしましょう」

「…………おい」

　それに不満そうな声をあげる瞬だったが、陽子が賛同しようとしているのを見て口を閉じる。

「……そうね。そうしてくれるなら、ありがたいわ」

「あの、お母さん！　私も手伝う！　会計とかなら私もできるし！」

「志穂……」

「良い娘さんですね」

「……しょうがないなあ。……陽子さん、俺もお手伝いします。いつも見させていただいていますし、大体のことはできると思うので」

「助かるわあ。ありがとう、輝夜くん」

「へえ、瞬、いつの間に経営なんて覚えたんだ？」

「あんたとは、ここの出来が違うんでね」

　瞬が挑発するように、自分の頭を指す。その様子が、珍しく年相応の子供らしくて、志穂は思わず笑ってしまった。陽子もそれにつられて、明るい声で言う。

「それじゃあ、神くん、輝夜くん、志穂……よろしく頼むわね」

「任せて、お母さん！」
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　翌日の朝。御巫高校の、まだ誰もいない廊下を歩きながら、志穂は陽子から預かったマニュアルを読んでいた。一見してホストクラブの経営手引きとは分からないようになっているため、学校でも読めるのはありがたい。

（……昨日は、本当にいろいろあったなあ）

　陽子が不在の間のクラブを任されることに不満は無いが、不安はある。まず、始まったばかりの教師生活と両立できるのかどうか、だ。

　安易に引き受けすぎたのでは無いかと悩んでいると、突然、冷たいものが頬に触れた。

「ひゃっ！」

「おわ、ごめんごめん、そんなに驚くなんて」

　振り返ると、秋原がアイスコーヒーの缶を持って立っていた。

「おはようございます、秋原先生」

「うん、おはよう。これあげるよ」

「あっ……どうもありがとうざいます」

　遠慮しすぎても逆に失礼かと思い、素直に缶を受け取って、プルタブを開ける。喉を通る冷たさが、頭を冴え渡らせてくれた。

「どうかした？」

「はい？　何ですか？」

「ちょっと疲れた顔してるなあと思って」

　そんなに顔に出ていたのだろうか。そう思ったけれど、たぶんこれは、秋原が人を良く見ているから気づけたのだろう。

「困り事があるなら、僕で良ければ相談に乗るよ」

「ええっと……」

　ホストクラブのことを話すわけにはいかないが、誰かに話を聞いてもらいたい気分だった。なので、ホストのことを上手く隠しつつ、母が病気で倒れている間、母が経営するお店を手伝うことにしたこと。その選択が正しかったかどうか悩んでいることを話した。

「ふうん……そっか。すごいね、星野先生は」

「どうしてですか？」

「普通、そういうのって、悩んで答えを出してから、どうするか決めるものなのに、先に動いちゃうのがすごいなあって」

「考え無しなだけって気もしますけど」

「いやいや、そうやって、自分の事情を考えずに、他の人のために行動できるなんて、そうそうできることじゃないよ。それが、星野先生の良いところなんだと思うな。……って、これじゃあ相談の答えにはなってないよね」

　秋原が照れたように頭を掻く。

「……いえ、ありがとうございます。少し、元気が出ました」

　秋原が肯定してくれるのなら、自分のしていることは間違っていないのだと思えた。

「そう？　なら良かった」

　二人で話しながら廊下を歩いていると、向かい側から瞬がやってくるのが見えた。

「おはようございます、秋原先生……それと、星野先生」

「おう、おはよう戸倉。早いな。生徒会か？」

「はい、まあ。それじゃあ失礼します」

　去り際に、ちらりと志穂のほうを見る。少し不機嫌そうな顔だった。

「……生徒会って？」

「ああ、星野先生はまだ知らなかったか。戸倉は、生徒会長なんだよ」




＊　＊　＊




（ホストしながら高校に通っているだけでも驚きなのに、そのうえ生徒会長だなんて）

　その驚きを消化している間に、授業が終わってしまっていた。どれだけ上の空だったんだと自嘲しつつ、職員室で業務日誌を書く。

「ねえねえ志穂ちゃん、聞いた？」

　と、英が横から話しかけてくる。いつの間にか呼び方が「志穂ちゃん」になっていたことは気になったが、指摘はせずに応じる。

「何をですか？」

「あ、聞いてないのか。さっき会長さんが、あなたのこと呼んでたよ」

「会長さん？」

「ああ、生徒会長のほうね。私のパパじゃなくて」

「ですよね」

　英の父親は、御巫高校の理事会長であるため、「会長」と言われて驚きかけたが、瞬のことだったらしい。わざと驚かすために、紛らわしい言い方をしているような感じもした。

「大事な用があるから、生徒会室に来るようにだってさ」

「分かりました、ありがとうございます」

「ふっふー。あのイケメン会長と生徒会室で二人きりかあ、羨ましいなあ」

「な、何言ってるんですか。……あれ、二人きり？　他の役員の生徒は？」

「いるにはいるけど、春が終わるまで生徒会活動はお休みしてるのよ。役員の子って、うちじゃあ数少ない部活動頑張ってる子たちだからね。今の時期は最後の大会に向けた追い込みで、忙しいんだ」

「は、はあ。なるほど……それじゃあ戸倉くん、今、大変なんですかね。勉強に支障が出なければいいですけど」

「大丈夫なんじゃない？　なんてったって、一年生の時も二年生の時もずっと学年トップの成績だったし」

　正確には、学年末テストは欠席しているのだが、そんなことは些細なことだ。

（生徒会長？　学年トップ？）

（彼、ホストやってるだけじゃなくて、そんなに凄いんだ……）

　衝撃を受けながらも、呼び出されているという生徒会室へと向かう。

　扉をノックして、返事を待つ。「はい」と瞬の短い返事があった。初めて会った日の更衣室の件を思い出して、少し警戒気味に部屋へ入る。

　夕陽の差し込んだ生徒会室の奥、長机の端に、瞬は座っていた。金髪が赤みがかって輝いていて、瞬の周りだけ、幻想的な空気を醸し出している。

　やってきたのが志穂だと見受けると、真面目な顔を崩して微笑む。それだけで、なぜか少しどきっとしてしまった。

「そんなとこ突っ立ってないで、こっち来なよ」

　後ろ手に扉を閉め、言われた通り、瞬に歩み寄る。

「どうしたの？　戸倉くん。わざわざ呼び出して……あっ、お店の話？　それだと、教室とかで話すわけにはいかないもんね」

「……秋原と、随分楽しそうに話してたね」

　こちらの問いかけを無視して、試すように見つめてくる。その様子に、なぜか後ろめたさを感じてしまった。

「いや、あれは」

「昨日も神の野郎に見蕩れてたし」

　少しだけ、責めるような物言いに、言葉が詰まる。

「ちょっと気に障ったから、はっきり言っておこうと思って」

　そう言って、瞬はポケットから何か取り出し、志穂に向かって放った。

　慌てて受け止める。投げられたのは、鍵だった。

「それ、この部屋の鍵ね」

「……生徒会室の？」

「そ。あんた、明日から生徒会執行部の顧問だから、よろしく」

　突然の申告に、「えっ」と呆けた声が出る。

「許可はもう取ってある。喜一の件もあるし、あんたの能力は買ってるんだよ。それだけじゃあねえんだけど……」

　ゆっくりと椅子から立ち上がった瞬は、だんっ、と机の上に手をついて、その手を支点に机を飛び越し、一気に距離を詰めてくる。

「これからは、俺が呼び出した時にはいつでも、ここで二人きりってこと」

　腰に手を回され、抱き寄せられる。

「じぃっくり仕込んで、他の男に目移りする余裕なんか無くさせてやるよ」

「な、何言って……」

「分からない？　まあ、あんた鈍そうだしな」

　瞬の手が背中を撫でるように動き、身を固くする。まるで魔法でもかけられたように、指一本動かせない。それでも、嫌な感じは一切なかった。

「だから、俺はこう言ってるんだよ」

　そして、瞬がゆっくりと顔を近づけてきて、耳元で囁いた。

「お前を、俺のものにしてやる」







　第三章




　微かな熱気に包まれた体育館。舞台の淵に腰掛け、シューズが床と擦れる音、ボールが弾む音を聞きながら、志穂はぼーっと、瞬の姿を目で追っていた。

　今日のＬＨＲロングホームルームの時間は、クラス毎の自由活動。大抵のクラスでは、自習などを行っていたが、瞬のクラスでは、バスケットボールをすることになっていた。

　御巫高校──進学校である当校の三年生が、自由時間にスポーツに打ち込むことなど滅多にないのだけれど、男子も女子も、皆活き活きとした顔で楽しんでいた。

（三年生のカリキュラムからは体育もほとんど無くなってるわけだし、こうして身体を動かす機会は、やっぱり必要だよね）

　志穂が驚いていたのは、それを提案したのが瞬だということだ。

　正直、こんなに楽しそうに運動をするタイプだとは、思ってもいなかった。

　出会ったのがホストクラブなので、どうしてもそのイメージに引っ張られてしまっている。とはいえ、瞬はあれ以来、ほとんど『輝夜』としての顔を志穂には見せていないのだが。

　クラスメイトからすれば、瞬が提案したからこそ、バスケをすることに賛成したという感じだろう。それほど、他の生徒の瞬への信頼は厚い。

　先生の自分よりよっぽど頼られているなあと思う。

　そして当然、頼られているだけでもない。

「きゃー！　戸倉先輩、頑張ってー！」

　体育館の二階の観戦席には、下級生の女子生徒が何人もいた。どこから噂を聞きつけたのか、自習を抜け出して瞬のことを応援しにきたらしい。

（……まあ、外見は、確かに格好良いんだよね）

　透けるような金色の髪を振り乱して、コートを縦横無尽に駆け巡る。相手チームからボールを奪って、そのままゴールに向かって走り、なんとダンクシュートを決めていた。

　黄色い歓声が、観客席を埋める。ただの自由時間のバスケなのに、応援の生徒はかなり興奮していた。

　じーっと、瞬の様子を眺めるけれど、その声援に応えることはない。

（ふうん……気障ったらしく手を振ったりしそうだと思ったけど）

　普段の瞬は、女子に過剰なスキンシップを取ったりはしていない。それなら私にするのも辞めて欲しい、と自嘲気味に笑ったところで、ふと思う。

　どうして勉強もできて、スポーツもできて、そのうえ人望も厚い彼が、ホストクラブなんかで働いているんだろう、と。

　登校初日に、ホストを辞めさせようと話をしたが、陽子の一件以来、有耶無耶になってしまっている。

　そう考えているうちに終鈴が鳴り、生徒達が体育館から去って行く。瞬も他の男子生徒に混ざって戻ろうとするが、途中で後輩の女子の二人組に呼び止められていた。

　タオルやスポーツドリンクを渡されている。瞬はそれに素っ気なく応えて、物を受け取って通り過ぎていった。その後を、志穂も歩く。後輩女子の横を通り過ぎると、「戸倉先輩、やっぱり格好良いよね」「つれないところが本当に……」などと話していた。

　それを聞いて、胸の奥にわずかにひっかかりを覚える。感じたことのない、不思議な感覚だ。たぶん、周囲と自分の、瞬に対する認識の違いに驚いているのだろうと一人で納得して、職員室に戻る。

「あ、志穂ちゃんお疲れさま」

「どうも」

　英とは同性で、座席の並びが近いというのもあり、他の教師よりは随分と話しやすい仲になっていた。志穂としてはありがたいと思う反面、その気安さのせいで、頻繁に仕事を任されるのが困りものだった。

「ごめん、志穂ちゃん、今日の追い出し代わってくれる？」

　両手を合わせて、懇願の姿勢を取る。御巫高校に完全下校時刻という取り決めはないが、午後六時前には生徒を教室から追い出す作業をするのが慣わしだった。

　そういった慣習の部分でしっかりと生徒が動いてくれるからこそ、校則による拘束を必要としていないというところがある。しかし、最近はそれを無視して、居残りする生徒がちらほらと見え始めていた。

「はあ、何かご用事ですか？」

「今晩、合コン入っちゃってるんだよねー」

　それを用事というか、と呆れたが、付き合いは短いのにすでに英の性格は承知し始めていたので、渋々納得する。新任が仕事を押しつけられるのは、ある意味当然でもある。

「まあ、分かりました。良いですよ」

「ありがとー！　志穂ちゃん大好きー！」

　言って、心底楽しそうに、英は職員室を出て行った。

（お店の件もあるし、あんまり時間かけたくないんだけど……）

　ため息を吐く。そこでようやく、今日の英が、普段より一層お洒落な格好で学校に来ていた理由に納得した。

　自分にはない楽しみを持っている英を少し羨ましく思いながら、志穂は、事前に受けていた瞬からの呼び出しに応えるべく、生徒会室へと向かった。
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　生徒会室であんなことを言われた、昨日の今日である。生徒会の仕事と言われて呼び出されたが、本当なのかどうか疑わしかった。

　緊張しながら、もらった鍵で生徒会室の扉を開ける。しかし瞬は、昨日のことなどまるでなかったかのように、普通に話し始めた。

「新入生歓迎会？」

「そう。毎年、五月の頭にやってるんだけどな」

　と言って、例年の新入生歓迎会──新歓の、企画書類を見せてくる。

（……一人で気張っていたんだけど、何だか拍子抜けしちゃったなあ）

「あいつらも忙しいみたいだし、今年は俺と……あんたとで決めていく感じになるな」

　あいつらとは、今はそれぞれ運動部で鋭意活動中の、他の生徒会役員のことだろう。

「一人でやるにはちとキツいが、あいつらのために頑張るかって気持ちでいたんだけど、あんたが手伝ってくれればだいぶ助かる」

　そう言って、無邪気な笑顔を向けてくる。

（普通に顧問教師として頼って貰えるのなら、悪い気はしない）

　去年の企画はクイズ大会、それより前は二・三年生による合唱や、吹奏楽部の演奏会など、パッと見盛り上がりに欠けるような感じがした。

「こういうのって、他校だと遠足とかが多い気がするんだけど」

「うちの教師陣は、進学実績伸ばすことしか考えてないからな。……その実績も、ただ勉強量を増やせば伸びると思ってる節があるし」

　そうかもしれない、と、他の教師とたった数日しか関わっていないが、頷く。

「だから、あんたみたいなやつは、面白い」

「面白いって……」

　こちらからすれば、玩具として遊ばれているような感じだ。

「好感が持てる、と言った方がいいかな？　お姫さま」

　と、突然口調を変え、志穂に微笑む。久しぶりに『瞬』ではなく『輝夜』として接され、どきりとした。普段とは違った雰囲気を醸し出されると、対応に困る。

「か、からかわないでよ」

「別に、からかってるつもりはないんだけど」

　瞬が、ぱらぱらと、昨年度までの企画書類を眺める。

「それで、どう思う？　これ」

　また急に、元のテンションに戻って話を進め始める。その変化に若干遅れてついていきながら、志穂も同じように企画を見始めた。

「やっぱり、ちょっとつまらなそうかな……新入生が、『ああ、こういう学校なんだ』って思って、冷めちゃうかも」

「まあ大体、『こういう学校』ってことに違いはないんだけど。俺がいる間に、少しでも改善しときたいんだよね」

　そう語る瞬に、志穂は関心した。本当に、予想以上にしっかりと生徒会長をしている。

「でもこの、去年のクイズ大会はちょっと面白そうかな」

「おお、そうだよなあ」

　嬉しそうに志穂の言葉に食いつく。

「去年は庶務で生徒会に入ってたんだけど、これ、俺の提案でさ」

　こうして接していると、だんだん高校生としての瞬の性格が見えてきた気がした。

（一生懸命で、友達思いで……何でもできるし、他の生徒のことも考えてる。……すごく、良い子なんだなあ）

「ねえ、聞いてる？」

　ぼんやりと考え事をしていて反応が鈍くなっていたせいか、不思議そうに瞬が顔を覗き込んできた。気付いたら距離が縮まっていて、慌てて取り繕う。

「ごめんごめん。何？」

「だから、今年の企画。クイズ大会ってのも悪くはないけど、俺としては、運動系が良いと思うんだよな」

「スポーツ大会とか？」

「そんな感じ。でもさすがにスポーツ大会じゃあ、教師陣が首を縦に振らねえだろうが……一応、去年のクイズ大会だって、『学力の強化に貢献する』って名目で通した企画だしな」

「ふうん……なるほどねえ」

「今日のロングの時間のあいつら見たろ？　皆で体動かすのって楽しいと思うんだけどな」

　さっきの時間のことを思い出してか、無邪気に笑う。ホストだったり、生徒会長だったり、素直な子供っぽかったり、いろんな面を見せられる。

　そのどれもが魅力的なのだから、志穂としては始末に負えない気分になる。

（なんだか今日は、戸倉くんへの評価が甘くなってるな……）

　このままだとまずいと、志穂は思い出したように言う。

「ああ、そうだ。私今日、追い出しの担当なんだよね。だからそろそろ行かなきゃ」

「今週は英の担当じゃないのか？」

「そうなんだけど、英先生に頼まれちゃって」

「…………へえ」

　指先で軽くとん、とん、と机を叩く。志穂は少し待ったが、何も言ってくる気配はなかったので、生徒会室を出ようとした。

「戸倉くんも、時間、守らないとだめだよ」

「ああ。それじゃあ、……また後で」

　後というのは、セニシエンタで会うことを言ってるのだろう。会計や経理の担当をする志穂と、ホールで働く瞬では一緒に仕事をするわけではないが、志穂も「またね」と答えて、生徒会室を後にした。
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　思ったより学校を出るのが遅くなってしまったと、志穂は急ぎ足でセニシエンタを目指す。学校からは、山手線を使って二十分ほどで着ける。

　すでに人が多くなり始めている劇場通りを進んでいると、前方に瞬の姿を見つけた。

「……えっ」

　その隣には、けばけばしい格好をした女性がいた。腕を組んで、楽しげに歩いている。

　女性が瞬の肩に手を回して身体を寄せる。擦り寄ってくる女性をあやすように瞬は女性の髪を撫でた。その手つきが優しくて、まるで本当のカップルのようだった。

　更に、女性が自分の頬をとんとん、と指し示すと、それに合わせて、瞬が女性の頬に口づけをした。

　駆け寄ろうとしていた足を止め、思わずその場で立ち竦んでしまう。

（……私には、「俺だけしか見れないように」とか言ってたのに、自分は他の女の人と遊んでるじゃない）

　いつの間にか、瞬と女の姿は人混みに消え、虚無感だけが残った。

　お店について、電卓を叩きながらもぼうっとしてしまい、仕事に身が入らない。その日は瞬に会うこともなく終わり、寝つきも悪かった。

　翌日の放課後、自分から生徒会室を訪れて、瞬に言う。

「やっぱり学生がホストやってるなんて、だめだと思う」

「どうしたの？　いきなり」

「いきなりじゃない。最初に言ったのに、お母さんのことで中途半端になってただけだし」

　そのことが前から気になっていたのだが、どうして自分はこのタイミングで切り出したのだろう。

「まあ、あんたの言い分は正しいよ。でも実際──今、俺が抜けたら店、間違いなく潰れるけど」

「……それは」

　その通りだ。

　鏡らが抜けた今、セニシエンタの圧倒的ナンバーワンは輝夜なのだ。昨日の指名数も、ダントツで一位である。

「それに、そんな事情がなくても、俺はホストを辞めねえよ」

「お金のため？」

　確か前に、そんなことを言っていたはずだ。

　責めるような志穂の言葉に、瞬はぴくりと反応し、穏やかなトーンで答える。

「金のためが、そんなに悪いか？」

「………………」

　静かなのに、そこには反論を許さないような厳しさがあった。

（戸倉くんがホストをやってるのは、本当にお金のためなんだ……）

　じゃあその金を稼いでいるのは、一体何のためなのだろう。

「……ちっ。今日はもういいよ」

　露骨に舌打ちをしてから、瞬は椅子をくるりと回し、志穂に背中を向けた。

「…………うん」

　大したことも言えずに、志穂はすごすごと部屋を出る。ポケットに手を入れると、指先に、生徒会室の鍵の冷たさを感じた。

　正論を言っているのは志穂のほうだ。

　しかし、その正論を振りかざした理由が──昨日の晩、瞬が女の人と歩いているのを見たからだと思うと、強く出られるはずがなかった。
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「ごめん、今日も追い出し変わってくれる？」

「……またですか？」

「最近良い子見つけちゃって……じゃない、ちょっといろいろあって」

「はあ」

　そこまで言ったら、皆まで言ってしまっているようなものだ。

　理事会長の娘だからって、自由すぎる。

（たぶん、この間の合コンで、良い相手が見つかったんだろうな）

「ごめん！　今日で最後だから！」

　今日で英が追い出し担当の週は終わるのだから、それは当然だろうと思いながらも、志穂は渋々頷く。何だかんだで、普段の業務を教えてもらったり、世話になっているのだし。

　六時になるのを待ち、志穂は職員室を出る。

　廊下を歩いているうちに、いつもより残っている生徒の数が全然少ないことに気付いた。

（追い出しが効果出てきたのかな……？）

　放課後に残って勉強をしたがる三年生の教室にも、数えるほどしか生徒がいなかった。その中に、知った顔を見つける。

「あ、宍木岐くん」

「先生！　すみません、すぐ帰りますんで」

　机に並べてあった赤本などを慌ててまとめる。その最中に筆箱を落として中身が散らばった。

「そんなに慌てなくても平気だよ。今日は他の生徒も早く帰ってくれてるし」

　転がってきたシャーペンを喜一に渡しながら、志穂が言う。

「そうですね、瞬くんがみんなに言ってまわってるみたいですから」

「……戸倉くんが？」

「先生たちに負担かかるから、早く帰るようにって」

「そう、なんだ」

「僕も早く帰らないと瞬くんに怒られちゃうんで。それじゃあ先生、さようなら」

　筆箱の中身を集め終えると、志穂に一礼して急いで去っていた。登校拒否の生徒だったが、今はもうその心配もなく楽しそうにしている。

（それもたぶん、戸倉くんのお陰なんだろうなあ）

　喜一の背中を見ながら、瞬が、生徒に対して自分より影響力を持っていることを、少しだけ悔しく思う。少しだけ。

　瞬がみんなに働きかけたのは、自分の話を聞いたからだ。

　そう思うと、何だか心が温かくなるような感じがした。
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　週明けから、御巫高校はだんだんと慌ただしくなってくる。春休みを終えてから、中間テストまでの間にある「実力テスト」が迫ってくるからだ。

　かくいう志穂も、初めてテストの問題を作るということで、負担が増える。その間、セニシエンタの会計や経理など、志穂が受け持っている仕事を、神に任せることにしていた。

「お任せください、あなたは、あなたの頑張るべきことを頑張って」と笑顔で引き受けてくれた。神に関しては、ただただ助けられてしまってるなあと実感する。

　秋原が出張中のため、帰りのショートホームルームを任されていた。

「それじゃあ、気を付けて帰るように。試験勉強も忘れずにね」

　と言ってホームルームを終わらせると、教室の中が一気にざわめく。予備校にでも向かうのか帰ろうとする者、自習のために図書室の席を確保しようとダッシュで教室を出る者、近くの生徒と話し始める者、少ないが、部活動に行く者など様々だ。

（今出ていったのが、川畑さん……。茶色い鞄の子が、遠野くん）

　教室を見渡しながら、顔と名前の一致に努める。授業以外で生徒に接することの少ない志穂は、こういう機会に名前を覚えていくしかなかった。

　そうして眺めていると、荷物をまとめ終えた瞬に、女生徒が話しかけていた。

（……あの子は、図書委員長の）

　二に条じょう久く留る里りだ。綺麗な長い髪の子で、顔つきがかなり子供っぽい。

「ねえ、瞬くんー。実テの対策、一緒にやろっ」

　テスト勉強に誘っているようだった。相変わらず、学校では女子に素っ気ない瞬だったが、しばらく話した後に、久留里と一緒に教室を出ていった。

　喉の奥に小骨が詰まったような感覚がする。

（生徒が勉強を頑張ろうとしてるだけなのに……何なんだろう、この気持ち）

　自分は教師で、瞬は生徒なんだから。ああいうのは、応援してあげないと。そう強く思うと、より一層、刺さるような感覚が増す。

　嚥下しきれない違和感を抱えながら、志穂は職員室に移動した。

　すると、自分の机の上に、小さな小包が乗っているのを見つける。

「ああ、それ、会長さんが持ってきてたよ」

　不思議に思っていると、横からやってきた英が説明してくれた。

「えっ？」

「たぶん調理実習で作ったんだろうね。ほら、私も他の生徒からもらったし」

　言って、似たような袋をいくつか見せてくる。

「新任の先生にはみんな持って来づらいから、気を遣ってくれたんだろうね。『書置きでもしていけばいいのに』って言ったら、ぶっきらぼうに逃げられちゃった」

　その様子を思い浮かべて、思わず微笑む。

（……やっぱり、可愛いとこもあるんだよね、あの子）

　ついさっきまで、自分と瞬が教師と生徒だと思って感じていた壁が、すっと消えたような気がした。
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『ねえ、戸倉くん。一緒にテスト勉強しない？』

　二人だけの教室。風にカーテンが揺れる中、志穂は、瞬の机に自分の机を寄せながら言った。瞬は困ったように笑う。

『いいけど、一緒に勉強たって、俺が教えるばっかじゃねえか』

『そんなこと！　……まあ、ある、けど。こ、国語なら私、ちゃんと教えられるよ』

『へえ、国語ねえ』

『うん、だって私は──』

（──だって私は、何？）

　と、一度疑問を感じてしまえばあっという間に世界は崩れ、志穂は、瞼を開けた。

（……なんて夢だ）

　朝から深い溜め息を吐かされる。

（何の欲求の表れなのよ、本当に）

　自分が、瞬と同級生になっている夢だ。どうして私がこんなに、彼のことを意識しなければならないんだろうと理不尽に感じる。

　久しぶりの休日で、夜まで用事がなく部屋に篭っていたが、どうにも落ち着かないので早めにセニシエンタに向かうことにした。

　開店前だったため、久しぶりに正面からお店に入る。何人かのホストが掃除をしたりと準備をしていたが、その中に、神の姿もあった。

「あっ、神さん。久しぶりですね。何してるんですか？」

「花を生けているんです。普段は星野さんがやっているんでしょうが、こういうことに気を回せる男って、いないですからね」

　花瓶に入った花を、神の細い指が丁寧に整えていく。赤や白の花の位置を少し変えるだけで、見栄えが格段に良くなっていた。

「うわあ、すごいですね……」

「志穂さんも、やってみますか？」

「いいんですか？」

「もちろん。私みたいな男がやるより、よっぽど良いでしょう」

　基本的にはこういう感じに……と説明を受ける。優しく、諭すような接し方に、しばらく感じることのなかった心地よさがあり、夢中になってしまった。

　すぐに開店時間となった。志穂は事務室へと下がり、デスクワークに没頭する。

（……あ、鞄、ホールに置きっぱなしだ……）

　既に客は店に入り始めていたが、財布や携帯も入っているし、鞄の中に忘れた資料が必要だった。誰かホストに頼もうかとも考えたが、バックヤードには見当たらない。

　仕方なく、志穂はホールに出ることにした。

　客たちの甘い嬌声、噎せ返るような化粧品の香り、酒を入れるためのコール。喧噪に紛れるようにしながら、自分の鞄を探す。

　その最中、セニシエンタのセールスポイントの一つでもある、ダンスホールに、ホストの一人と客があがった。

　セニシエンタは、シンデレラをモチーフにしたホストクラブである。

（だから、王子様との舞踏会で、ダンスホール……）

　志穂は、舞台の上で優雅に踊る客とホストを、羨望の眼差しで見つめる。

　ホストが苦手だといっても、ああいうものには、どうしても惹かれてしまうものだ。

　ぼうっと見つめていると、不意に肩を掴まれる。

「どうなさいましたか？　マスター」

　振り返ると、瞬が笑顔でそこに立っていた。笑ってはいるが機嫌はよくないようだった。

　マスターという呼び方も、他の客に聞かれることを憚ってのものだろう。

「何でここにいるんだよ」と言外に言われているような気がする。

「えーっと……さっき、鞄を忘れちゃって」

「それなら、こちらにありますよ」

　他のお客からも見えないような、絶妙に死角になった場所に鞄が置いてあった。

「良かったぁ、ありが──むぐっ」

　礼を言おうとした口を、突然、瞬の手が塞ぐ。

「む、むむぐ」

「少し黙って」

　店の入り口から隠れるように、柱の陰に身を寄せる。

「いらっしゃいませ、お姫さま」

「やだもう、お姫さまなんて～」

　店頭のほうを覗くと、そこには何と英の姿があった。友達らしき女性二人と一緒だ。

（な、何で英先生がこんなところに！）

「おい、暴れんなよ……見つかったら、あんたも俺も終わりだぞ」

　そう言って、ぐっ、と強く抱きかかえられる。柱に二人で隠れるにはかなり密着しなければいけないとはいえ、くっつきすぎだ。瞬の体温が伝わってきて、すぐに志穂は顔を真っ赤にする。

　それに気づかず、じりじりと位置を変えながら、英に見つからないように動く瞬。

　接客にあたっている神は、瞬と志穂の状況を知ってか知らずか、徐々に英を志穂たちから引き離すように動いてくれていた。

「もう少し待ってれば、隙をついて抜けられると思うけど……って、どうかした？」

　志穂がぴくりとも動かなくなったことを疑問に思ったのか、瞬が顔を覗き込んでくる。真っ赤になった顔を直視され、恥ずかしさで更に赤みが増した。

「この状況で、何考えてるのかな？」

（うっ）

　にやりと、悪いことを思いついたような笑みを浮かべる。口調も柔らかめな、『輝夜』のものに切り替えられていた。

「べ、別に何でも……」

「本当に？」

　顔に手を添えられ、強引に瞬と目を合わせられる。

「なっ、……何」

「いや？　少しでも動くと、英に見られちゃうし、大きい声も出せないよなあって」

　志穂の目に合わされていた視線が、目尻に、頬にと下がっていき、唇に合わせられる。

「えっ、ちょっと待っ……」

「待たない」

　ぐいっ、と顔を引き寄せて、強引に口づけされた。

　柔らかな厚みに唇が触れ、触れた部分からじわりと熱が広がっていく。頭が沸騰しそうなほど熱い。耳の先から溶けていくような錯覚におそわれる。

「んっ、んん──……」

　一瞬だったのか、数秒経ったのか、考える余裕もなくなったころにようやく瞬が顔を離した。英がいることも忘れて、柱の陰から飛び出すように逃げた。

　鞄すらも持たず、店から出る。通りを歩くホストやキャバ嬢たちの注目が集まるのも気にせず、走った。

　呼吸が荒くなる。血の巡りが早くなる。心臓の鼓動が強くなる。

（──っ、全部、いきなり走ったせいだ。走ったせい、だから……ああ、もうっ！）

　間近で見た瞬の顔が、どれだけ経っても一向に頭から消えない。

（からかってキスしたんだったら、もっと、小馬鹿にしたような顔をしていて欲しかった）

　瞬の顔を思い出す。

（どうしてあんなに──嬉しそうに……）

　家に帰ってすぐ、化粧も落とさずに布団に入る。目を強く閉じて、無理やり眠った。
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　一週間。

　あれから、一週間が経った。

「あれ」が「どれ」だったのかを思い出すだけで身悶えしそうになる。授業中、目が合わずとも一緒の教室にいるだけで気恥ずかしくなる。

　そんな状態でまともに仕事ができるはずもなく、志穂は、実力テストの前日にようやくテスト問題を仕上げる羽目になってしまっていた。

　生徒会室に呼び出されることもなく、瞬とはあれ以来話していない。セニシエンタでは近くで過ごす時間もあったが、志穂のほうが瞬のことを避けていた。

　そもそもの話、瞬に気を取られるだけの余裕がなかった。

　新環境で始まった仕事、加えて夜は、母親の仕事の肩代わり。ただでさえ忙しい教職の合間を縫って両立するには、睡眠時間を削るしかなかった。

（でも、辛いのなんて分かりきってたこと。お母さんのためにも、自分のためにも、頑張るって決めたんだから）

　そんな風に思っていた志穂が、自分の身体の異常に気付いたのは、実力テストが終わった日の晩。セニシエンタで事務仕事をやっていた時だった。

「…………はあ」

（頭が重いし……視界が、ぼやぁっとする……）

　身体が火照るように熱く、ペンを握る手に力が入らない。目の前の景色も、ぼやけて見えていた。

　肩の力がぐにゃりと抜けて、机に突っ伏す。その勢いで、額を強く打った。

（……あ、あれ…………？）

　起き上がろうとしても、力がすっかり抜け落ちてしまったようにびくりともしない。ちょっと無理しすぎたかなあ、と自嘲気味に思っていると、部屋に瞬がやってきた。

「……何してんの？」

「…………ちょっと、休憩……」

　こんな状態であっても、心配かけまいとして強がってしまう。

「……それより、戸倉くんは……？」

「俺は、今日は早退かな」

「どうし、たの？　……体調でも、悪いの？」

「そりゃあんただろ」

　突然、身体が重力に逆らい、机との距離が離れる。背中と膝の裏を支えられて、瞬に抱えあげられていた。

「……ちょっ、戸倉くん……？」

「あんたの家って、どこだっけ？」

「えっ、あのっ」

「送ってくから。そんな身体で仕事場にいられても迷惑だし」

　言いながら、ずんずんと歩いて、店の裏口にまで進んでしまう。煙草を吸っていたホストに何か指示して、一度足を止めた。

「ちょっ、ちょっと、大丈夫だから、降ろし……」

「こんな熱あんのに、大丈夫なわけないだろ」

「こ、このまま家まで……」

「バイク。今、持ってこさせてる」

「免っ……」

「十六になった時に、すぐ取った」

　反論を全部、先回りして封じられる。

　しばらくすると、言いつけられていたホストが戻ってきて、駐車場まで案内される。その間、いわゆるお姫さま抱っこの形で運ばれ、体調の悪さ以外が原因で、更に体温が上がる。

　それから後部座席に座らされ、ヘルメットを被らされた。

「体重全部俺にかけていいから。落ちんなよ」

　言って、瞬もヘルメットを被り、バイクに跨がる。

「家どこ？」

「……っ、最寄り駅が、目白だから……そこで、降ろして……」

「駅からどんくらい？」

「ほんと、すぐだから」

「そう」

　抵抗する気力もなくなり、言われるがままにバイクに乗って、目を閉じる。瞬の身体に後ろから抱きついて、暖かさが伝わってきた。

「…………ありがとう」

　そういえば言うタイミングを逃していた、と思って、志穂はそう口にする。

「別に。言ってんだろ、迷惑だから送り返すだけだし」

「そっか」

　照れているのか、素っ気ない言い方が少し可愛く思えて、笑ってしまう。

「……一人で抱え込んでんじゃねえよ、ばか」

　ぽつりと、漏らすように瞬が呟く。

「学校のほうはどうしようもねえけど、こっちなら、俺もいるし……それで頼りねえってんなら、神に任せるんでも良いだろ」

「…………うん、そうだね。ごめん」

「謝ってほしいわけじゃねえよ」

　そう言って、瞬がエンジンをかけ、静かに発進させた。

　それから、二人は駅につくまで一言も喋らなかった。
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「で、どこにあんの？　あんたの家」

「い、いや、だから駅までで良いって……」

　駅について一人で帰ろうとすると引き留められ、家まで送ると頑なに言い張られた。

「足ふらふらじゃねえか。誰がこんなやつ置いていけるんだよ」

「でも……」

「……だから、もう少し頼ってくれって言ってんだろ」

　分からず屋が、と吐き捨てて、ポケットから携帯を取り出す。

「な、何？」

「陽子さんに聞けば教えてくれるだろうと思って」

　ぴ、ぴ、と軽快にボタンを押していく。

「待って！　お母さんに心配かけたくない……から……」

「だよな。で、家、どこ？」

　後部座席から降ろそうと、またしても身体を抱き上げるように腕を差し出してくる。

「わ、分かった。分かったから、……それは、恥ずかしいんだけど」

　さっきのようなことをされては、余計に体調が乱れるだろう。

「ふうん。じゃあ、今度はこっちね」

　そう言って背中を向けてきた瞬に、強引に背負われてしまう。

（……これはこれで、恥ずかしいんだけど）

　二人乗りと同じ体勢なのだから、今更文句を言うのも筋が通らないだろうと諦めて、言われるがままになる。

　自分の生徒の、高校生だと思っていても、その背中の大きさは嫌でも異性を意識させられた。

　ゆっくりと駅前を離れていく。背中に乗って指示を出しながら、住宅街の中にある白いマンションまでやってくる。入り口のロックを志穂が外して、背負われたまま中に入った。

（近所の人に見られたらどうしよう）

　暖かいオレンジ色の照明が照らす廊下を歩く間、背中で縮こまるように隠れていたが、幸いにも人とすれ違わなかった。

「鍵、出して」

「……えーっと……」

　どこまで送り届けてくれるつもりなんだろう。

（完全に家に上げる流れになっているような……）

「病人に手ぇ出すほど飢えてねえよ」

　不安を察したのか、そんなことを言う。ここまで送ってもらっておいて信用しないのも申し訳ないと思い、志穂はキーケースを取り出して、瞬を中に招き入れた。

（生徒会室の鍵、もう随分と使ってない気がする……）

　何だかんだいって志穂が忙しいことを察していたのか、瞬はここ数日の間、志穂を生徒会室に呼び出していなかった。こうして密室で二人きりになるのは、かなり久しぶりだ。

　一人暮らしには広めの、２Ｋのマンション。志穂が大学に通うにあたって、陽子が見つけてくれた部屋だ。安い、広い、綺麗、そのうえ防犯設備まであるという、至れり尽くせりの条件だった。

　小さな机とテレビ、本棚、ベッドや洗濯機など、最低限の家具だけが置かれた部屋を、瞬が興味深そうに見回す。

「……あ、あんまり見ないで……」

「綺麗で落ち着く部屋だな。見られて困るようなもんじゃないと思うけど」

「…………その、男の人あげるの、はじめてだから」

　萎縮している理由を正直に話すと、瞬が少し驚いたように目を開いた。

「……っ、そういうことを言うんじゃねえよ、ばか」

「ごめん……」

　何で私が謝っているんだろうと思いつつも、何となく謝ってしまう。微妙な空気が、二人の間に流れる。

「あの、……お茶、淹れるね」

「俺のことはいいから。さっさと着替えなよ」

　そう言うと、瞬が黙って部屋を出て行く。いつもなら何か絡んできそうな場面だが、絡んでこない。本当に何もする気はないのだと安心できた。

　瞬が近くにいるのに服を脱ぐことに、少しだけ緊張感を持ちながら、あえて飾り気のないスウェットを選んで着替えた。

「もういいよ」

「これ、勝手に借りちゃったけど良かった？」

　扉の向こうで待っていた瞬に声をかけると、冷やしたタオルと、氷水の入ったボウルを用意してくれている。

「そ、そこまでしてくれなくても良いのに……」

「俺が好きにやってるんだよ。ほら、もう寝ろ」

「……うん」

　少し不思議なぐらい、病人の扱いに慣れている感じだ。

　ゆっくりとベッドに入る。その隣に瞬が座って、横になった志穂の額にタオルを乗せた。

　母親以外の誰かがこんなに尽くしてくれるのは、母子家庭の志穂にとっては初めてのことだった。懐かしさと、心地よい安心感がある。

「ありがとう」と再度口にして、静かに目を閉じる。水底に沈んでいくように自然に、深く眠りにつくことができた。
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　倒れたのが週末だったのは、志穂にとって救いだった。新学期早々に、授業を病欠しないで済む。

　目が覚めた後の、日曜日。体調不良の主な原因が睡眠不足だったせいか、一晩ぐっすり眠ったらだいぶ回復していた。

（いつもよりも、ゆっくり眠れたような気がする……）

　結局、瞬は一晩中看病してくれていた。

（戸倉くんがいてくれたお陰、かもしれない）

　その日は、夜、店が開く時間まで暇だったが、瞬にまだ寝てるように言われて、甘えることにしてしまった。

　だんだんと、瞬へのガードが緩くなっている。それに気づいても、不思議と悪い気はしなかった。

　朝、昼と手作りの料理を振る舞われる。以前に、調理実習で作った菓子も貰っていたが、一般的な調理も、やはりというか何というか、そつなくこなしていた。

　そして夕方。

「体調は？」

「うん、もうすっかり平気。今日もお店、出られると思うよ」

「一日ゆっくり休んでも良いと思うんだけどな……まあいいや。平気なんだったら、出勤前に連れて行きたいとこがあるんだけど」

「どこ？」

「それは後で教える。店の傍だから、そんなにはかかんねえよ」

　それから二人で、志穂の家を出る。

　一緒にいる時間が長くなると、会話をしている時間は少なく感じた。だからといって、距離を感じるかといえばそうではない。

　その不思議な感覚の正体を掴めないまま、志穂は瞬の運転するバイクに乗った。

　歌舞伎町に着いても、真っ直ぐセニシエンタには向かわなかった。「こっち」と瞬に案内され、雑居ビルの隙間を通って、入り組んだ道を抜ける。大通りのネオンの明かりから離れていく。どことなく既視感のある道筋。

「ねえ、戸倉くん。どこに行くのか、そろそろ教えてよ。もうすぐお店開ける時間になっちゃうし……」

　黙って着いて歩いていた志穂は、耐えられなくなって瞬に聞く。

「着いたよ」

　そう答えて、赤茶けたビルの外階段を上っていく。

（錆び付いた階段の軋む音……、冷たい空気の匂い）

（私はここに、来たことがあるかもしれない）

　瞬の背中を追って屋上に出て、その思いは確信に変わった。

　エアコンの室外機の群れの奥に見える、歌舞伎町の夜景。

　海面に映る星のように輝いて──波に揺れるように瞬いていた。

「……俺がこの街で、一番好きな場所だよ」

　静かな風に、瞬の金色の髪がなびく。

「セニシエンタも、その周りも、歌舞伎町が全部見えて、……良いところだろ？」

「……うん。なんだか、安心できる……」

「そりゃあ良かった。誰かを連れてくるのは……初めてだしな」

　少しだけ照れたように、瞬が笑う。

　子供の頃に、志穂もここへ来ていた。

　陽子が、いなくなった雄作の跡を継いでホストクラブを経営していくことを、志穂は最初から応援できていたわけではない。

　特に小学生ぐらいの時は、他の家庭の母親とは明らかに異なることをしている陽子に、反発していた記憶があった。

　その頃に、陽子に連れられてやってきたのが、この場所だ。

『この綺麗な街にいる間は、シンデレラのような気持ちになってもらいたい──そう言っていたあの人の気持ちを、継ぎたいのよね』

　と、語っていたことを思い出す。当時の志穂にはよく分からなかったが、それでも、頑張る母親を応援したいと思ったのだった。

　今の今まで忘れていたけれど、思い出すことができた。

（そっか……。私の大事な場所と、戸倉くんの大事な場所は、同じなんだ……）

　自覚してみると、ふっ、と心が軽くなった。少なからず重荷に感じていた、ホストクラブの経営に関わることへの抵抗感が、消え去ったような気がした。

　瞬のおかげで、身体も心も、調子が良くなって、これからはより一層、頑張れそうだ。

「ありがとう、戸倉くん」

　ここに連れてきてもらったことと、それから看病してくれたことに対して、礼を言う。

「……別に、礼を言われるようなことじゃないよ」

　冷たい夜風が吹いて、志穂が思わず身体を震わせる。

「おい、大丈夫か？　まだ外に出さないほうがよかったか……」

「あ、ううん、平気だよ。ちょっと寒かっただけだから」

　瞬が心配するような体調不良の名残ではなく、ビルの屋上に微かに通る冷たい風のせいだ。しかし瞬は過剰に心配をして、自分の着ているジャケットを脱いで、志穂に羽織らせる。

「これ、着てろよ」

「いや、大丈夫だって。戸倉くんも寒いでしょ？」

　渡してくれた服は温かく、微かに香水の良い匂いもしたけれど、自分がこれを着たら瞬はワイシャツ一枚になってしまう。

「俺は平気」

「それなら私も平気だって。生徒に風邪引かせるわけにもいかないし」

「いいから着てろって」

「だから、戸倉くんのほうこそ……」

　羽織らせてくれた服を返そうとするが、そこで瞬は、何か企んだようににやりと笑う。

「……それじゃあ」

　と言って、背後から、ジャケットごと抱きしめてくる。

「ちょ、ちょっと戸倉くん!?」

「こうすれば、二人ともあったかいだろ？」

　ぎゅう、と少しだけ力強く抱きしめられて、心地よい圧迫感を感じる。

「あっ、あの、……は、恥ずかしいんだけど……」

「どうせ誰も来ねえよ、こんなとこ」

「寒いんだったら、もう降りればいいじゃないっ」

「そうだな。……でも、もう少し、このまま……」

　背後から囁くように言われて、抗う気を削がれてしまう。

（……看病してもらった弱みもあるし、ね）

　そういう風に諦めて、志穂はしばらくそのまま、瞬に抱きしめられたままでいた。

　陽子と雄作も、二人でよくここに来ていたという話を思い出しながら。
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　翌週の木曜、セニシエンタの定休日。

　今度は志穂のほうが、瞬の家を訪れていた。

（……先週は自分の家に入れて、今度は相手の家に行くなんて……）

　完全に、教師と生徒の間柄を超えている。かといって、経営者代理と従業員の関係とも違う。それじゃあ何と言うべきなのだろうかとは、あえて考えない。

「本当なら、一人で片しとくつもりだったんだけど」

　悩んでいる志穂の顔を見て、瞬が申し訳なさそうに言う。

「ああ、良いって良いって。そうじゃないの。手伝わせてくれるのは、普通に嬉しいから」

（こんな風に、戸倉くんが生徒として、先生を頼ってくるのは珍しい……もしかして、初めてかも）

　その結果として、瞬の家にあがらなければならないことが、気がかりなだけだ。スーツ姿で「輝夜」の時の瞬ではなく、ブレザーを着た、高校生の瞬とこうして学校外で二人きりでいるのでは、また違った緊張感がある。

　実力テストや、志穂の体調が悪化した件を優先し、後回しにしていた新入生歓迎会の企画締め切りが、明日だった。

　学校の下校時刻は六時。これを生徒会長自身が破るわけにはいかない。セニシエンタは定休日とはいえ、何人かのホストが店の掃除などをしている。そこで瞬が、高校の生徒会活動を行うわけにもいかない。

　となると志穂の家か瞬の家ということになり──単純に、学校からの距離を重視して、瞬の家に行くことになった。

　積極的なアプローチをかけてくる瞬にしては珍しく、家にあげるのには若干の渋りを見せたのだが。

　そもそも、アプローチも最近はご無沙汰だ。

（いや、別に、して欲しいわけじゃない。そんなわけじゃあ、ないけど）

「じゃあ、どうぞ」

「うん。お邪魔します」

　家の前で十数分ほど待たされてから、招き入れられる。何やら中でやっていたようだが、軽く片付けでもしているんだろうと考えていた。自分の時は、完全にありのままの部屋を見られたので不公平な感じもする。

　瞬の家は、こぢんまりとしたアパートの一室だった。間取りは志穂の家と同じ２Ｋだが、決して広いとはいえない。

　ナンバーワンホストの華やかさはまるで感じられないような、質素な部屋だ。

　瞬がホストをやっているのは、お金のためだと言っていた。それはつまり、本当の意味で、お金に困っているということなのだろうか。

　興味が先行して、志穂はまじまじと部屋の観察をしてしまう。

「……あっ」

　視界の隅。見てはいけないものを見てしまったような気がして、思わず声が出る。

「何？」

「いや、何でもない。何でも……」

「ふうん？　それじゃあ、まあ適当に座って」

　何とか平静を保って、机を挟んで瞬と向かい合って座る。志穂のすぐ後ろにはベッドが、瞬の後ろには勉強机があった。

　さっき、志穂の目に映ったのは、洗面台。その前にあるコップに、歯ブラシが二本入っていた。色分けも露骨で、青とピンクだった。

（あれって、女物の歯ブラシ……だよね……？　女の人と、同棲してるってこと？）

　家の前で待たされていた間に、それを隠蔽していたのだろうか？

　結局、自分のことは、からかうと面白い女程度にしか思ってないのかもしれない。

　疑問符が頭を埋める。瞬が新歓の企画案を出している間も、上の空で返事をした。

　他に、それらしいものは見当たらないかと、目を動かして周りを窺う。すると、それとはまったく関係なさそうだが、志穂が興味を惹かれるものがあった。

「あれ。戸倉くんって、あんな本読むの？」

　瞬の背中の向こうにある勉強机に備え付けられた、本棚の並びに気になる本があった。本に気を惹かれるのは、国語教師の志穂らしい。

「あんなって？」

「ほら、あそこの絵本」

　志穂が指差して示したのは、エドワード・ゴーリーという海外の作家が描いた絵本。少し毒の効いた、大人向けの絵本であるとはいえ、瞬が読みそうかといえば疑問だった。

「ああ、あれは俺のじゃねえよ」

「俺のじゃない？　……じゃあ、誰のなの？」

　謀らずも、志穂は気にしていたことに踏み込むことができた。もし瞬が女の人と同棲しているのだとすれば、ここで何らかのリアクションを見せるはずだ。正直に言うなり、隠そうとするなり。その気配を見落とさないように注意して、瞬の目を真っ直ぐ見る。

「…………」

　頬を掻いて、逡巡した様子を見せた後に口を開く。

「妹のだよ。まあ、今日は泊まりで帰ってこないって言ってたけど」

　予想外の返事だ。

「……妹さん？」

　二人で一緒に暮らしているということだろうか。

（両親は……いや、いないんだったら……いろいろと、納得がいく）

　瞬がここで妹と暮らしているとして。この家の大きさだと、さすがに更に父と母と一緒に住んでいるとは考えづらい。

　そして、両親と何らかの理由で別居しているのだとすれば──ホストをやっていることや、お金に困っているということにも、説明がつく。

「……そっか」

　じゃあ、あの歯ブラシも、妹さんのものなのだろう。そう気付くと、胸の奥に停滞していた靄が晴れる。同時に、瞬が誰かと同棲しているかもしれないということが、自分にとってかなり衝撃的なことだったのだと、嫌でも自覚してしまう。

「やっぱバレるよなあ……。だから、うちにあげんの嫌だったんだけど……いやまあ、あんたになら話しても良いと思ったんだけどな。この際だから全部言っちまうけど──」

　瞬は、妹と一緒に暮らしている。両親は数年前に、交通事故で亡くなってしまっていた。

　だから瞬が稼がなければいけなかったが、高校生で二人が生活するためのお金を稼ぐのは、まっとうな手段では到底無理だろう。

　だからといって、学業も瞬は捨てたくなかった。大学に進学し、工学者になるという夢を叶えるために、譲りたくない。

　──それでも、妹のためならと思って、諦めかけていたところで出会ったのが、陽子だそうだ。

「事故を起こした人と陽子さんが知り合いだったらしくてな、あの人は俺のことを知ってたみたいなんだけど……」

　無理なバイトの積み重ねで気持ちが折れかけていた瞬を、陽子が勧誘したそうだ。

　ホストなら最低限の時間で最大限に稼げるうえに、陽子は加えて、勤務時間を少なめにするように約束した。勉強も続けられるようだし、それならば、と瞬はホストになることを決心したらしい。

「だから本当に、陽子さんには感謝してるよ」

「……お母さんも、お人好しだからね」

　その話を聞いてようやく、陽子が、高校生である瞬を雇っている理由を理解できた。

「事情を知ってんのは、陽子さんと──神ぐらいだよ」

「あっ、やっぱり神さんも知ってるんだ」

「……あの野郎、最初、俺の妹にちょっかいかけやがってさ。……確か、それが一番最初の喧嘩だよ」

　意外と、けっこうな兄馬鹿なのかもしれない。

　そう思って、志穂はくすりと笑った。身内の話が気まずかったのか、瞬が机の上に並べた紙を、指で弾く。

「んなことは良いんだよ、それよりこっちだって」

「ああうん、そうだったね」

　志穂も気がかりが解決し、ようやく本腰を入れて新歓の話に集中できる。

「前も言ったみたいに、何らかのスポーツに絡めたいってのが大前提。だからといって単純に球技大会とかじゃあ、教師陣は納得しないだろうな」

「……うん、まあ、そうだね」

　御巫高校の教員たちは、進学実績を伸ばすことを第一に行動している。自由な校風というのは、逆にいえば、生徒一人一人の個性に無関心であるということなのだと、志穂は遅ればせながら理解し始めていた。

「今のところ、案は二つ。一つは、百人一首大会」

「百人一首？」

　それはスポーツなのだろうかと疑問に思ったが、反応速度や実際に札を取る速さが必要になる以上、そういう見方もできるのだろう。

「折角あんたが絡んでるんだし、百人一首は古文の勉強にもなる……って言えば、まあ説得する方法論はある」

「そうだね。ちょうど、今の三年生の授業にも、百人一首は含まれてるし」

「でもこれ、あんまり面白く無さそうだよな」

「戸倉くんがそれ言うんだ……」

「まあ、プレゼンをする時は捨て案と本案を用意して、悪いほうの案を先に見せることで本案を良く見せるのは、基本テクだからな」

　そう言って、おもむろに瞬がブレザーを脱ぎ、ネクタイを外す。そして、ワイシャツの下から鎖骨がわずかに見えるぐらいまで、ボタンを開けた。

　突然服を脱いだことに動揺していると、更に追い打ちをかけるように言ってくる。

「あんたも、その服脱いだら？」

「えぇっ!?」

　いきなりのことに声が裏返る。

（と、突然何？　まさか、変なスイッチ入っちゃったとか？　やっぱりこんな狭い部屋で二人きりになるのは、危なかったかも！）

「何変な顔してんだよ。……暑いだろその格好。悪いけど、冷房とか入れらんないし」

「……あ、ああ……そういうこと……いや、平気だよ。私、暑いのも寒いのもあんまり感じない方だから」

「ふうん。なら良いけど」

　大慌てで取り繕った志穂に対して、平然とした調子の瞬。これじゃあまるで、自分のほうが何か期待してるみたいじゃないかと恥ずかしくなって、話に戻る。

「で、もう一案は、マラソン大会ね。……大会っていうか、会っていうか」

　順位やタイムを競い合うのではなく、目標距離を定め、それを走りきることに重点を置くという意味で、大会ではなく、会。

　高校一年生にとって、物事へのそういった取り組み方は目新しい視点になりうるだろうし、二・三年生には勉強の気晴らしになる。

「教師をオトすための案は後で考えるとして、これ、どう思う？」

「どうかと言うと……ううん、先生たちを納得させるのは難しいかもしれないけど、良いと思うよ」

　自分の高校時代のことを思い起こしてみると、マラソン大会は嫌がる生徒も多かった気はする。しかし、それはそれなりに、勉強以外のものにヘイト──批判対象を設けることで、ある種のストレス発散にはなるのだ。

「よし。あんたが良いって言うなら、これで決まりだな」

「でもやっぱり、説得するの難しいと思うよ」

「……まあ、平気だろうけど。そうだな、心配だっていうなら、一つ頼んで良い？」

「何？　私にできることなら何でもするから」

「じゃあ、これ通せたら、ご褒美にデートしてくれよ」

「はい？」

　いきなりの提案に、素っ頓狂な声が出てしまった。

「今、何でもしてくれるって言ったよな？　誠実な先生様に二言はないだろ。まさか、生徒に嘘吐いたの？」

　鬼の首を取ったように畳み掛けてくる。

（うっ……今のは、私が悪かった。いくらなんでも、「何でもしてあげる」って。ガードが緩みすぎだろ）

「……分かった。デート、というか、一緒に外出するってことで」

「よっしゃ」

　無邪気な子供のように、純粋に嬉しそうな顔をされ、何だかなあという感じになる。

　それから更に詳細を詰めていき、明日の朝の締め切りに間に合うように企画書を作成した。終わる頃には日付が変わっていたが、ぎりぎり終電には間に合うぐらいの時間だ。

「うーん！　これなら良い感じだね。あとは私が判子押すだけかな」

　それにしても、と志穂は思う。まさか本当に、ここまで何もされないとは思わなかった。少しぐらいアクションがあって、それに自分が抵抗して、というやりとりがどこかであると警戒、もとい予想していたのだけれど。

「それじゃあ、私はこれで……」

　と、立ち上がろうとしたところで、いつの間にか近くまで来ていた瞬に、背後にあったベッドに押し倒される。

「きゃっ！」

　悲鳴をあげて倒れる。その上に覆い被さるように、瞬が構えていた。

　金色の髪が、志穂の頬に当たる。

「まさか、ただで帰れると思ってた？」

　にやりと、瞬が笑う。久しぶりに見るその挑発的な笑みに、相も変わらず志穂は緊張してしまう。

「……思っては、なかったよね？」

　心中を言い当てられて、どきりとする。

「え、何のこと？　……戸倉くん、だって、手なんか出さないって言ってたし……」

「それ、『病人に』ってやつだろ？　今は、全然違う」

　上を取られていることで、視界が瞬の顔で埋められる。顔を横に背けても、瞬の視線が突き刺さってきて、濃密な空気が薄れることはない。

　柔らかなベッドのうえに押し倒されて、逃げ場を塞ぐように、身体を浮かせたままの瞬に跨がられる。そのまま少し沈黙があり、先に口を開いたのは瞬だった。

「男の部屋に簡単にあがったりしたら、どうなるか分かるよな？」

　瞬はそう言って、不敵に笑う。

「そ、そんなの……」

「それとも、俺のことなんて男として見てないのか？」

「……それ、は」

　男として見ていない。生徒としてしか見ていないと、答えることはできなかった。

「わ、わたしは、戸倉くんのこと……信用してるから」

　瞬の目を真っ直ぐに見て、志穂は言う。

　ぴくりと瞬の肩が揺れたような感じがして、そこで瞬がゆっくりと目を閉じる。

「そういうとこ、隙だらけすぎるよな、あんた」

　少しずつ、瞬の顔が近づいてくる。

　キスされる、と思って反射的に目を瞑るが、瞬の顔は少し横に逸れた場所に降りてきた。

　二人の身体が、ぴったりと隙間無く重なり合う。

　嫌な感じのしない重みと体温をはっきりと感じられる。

「……いつか、襲っちまうぞ……」

　志穂の耳元で、うわごとのように瞬が言う。

　瞬の言葉に、緊張で身を固くする。抜け出さなきゃ、とも思う。思うけれど、やはり動けずにいた。

　そのまま、一秒、二秒。十秒──と、静かに時が流れる。

　その間、微動だにしない瞬。さすがに緊張に耐えきれなくなり、今度は志穂が、口を開いた。

「……あの、戸倉くん……？」

　返事はない。その代わりに、ゆったりとした寝息が聞こえてきた。

（……ね、寝てるし）

　ベッドに押し倒しておいて、結局何もしないなんて。

（もう……気まぐれすぎるでしょ……）

　拍子抜けしたような、安心したような不思議な感覚だった。

　ともかく、それなら帰ろうか、と思ったところで、気付く。

（……あれ？）

　自分の身体の上で、瞬が寝ていて、気持ちよさそうに寝息が聞こえている。

　瞬も疲れていたのだろうし、先週看病してくれたことを考えると、起こすのは偲びない。

　かといって、この体勢から動こうとすれば、間違いなく瞬を起こしてしまうだろう。

　ということは。

（……もしかして、朝までこのまま……ってこと？）
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　重い目を擦りながら、志穂は職員室へとやってきた。

　昨日の晩から今朝のことはもう事故だったと割り切って、忘れよう。朝までどんな気持ちで過ごしていたのか、思い出せば恥ずかしさで身が擦り切れそうだった。

「やっほー、志穂ちゃん。相変わらず早いね」

「……ああ、英先生。おはようございます」

「だから、私のことは舞さんって呼んでって言ってるじゃないの。うちの学校で英って言ったら、パパのことなんだから」

「そう……ですね。英会長と、混ざってしまいますもんね……」

　父親が理事会長を務める私立高校の教師だといろいろ大変だなあ、とぼうっと思いかけた。しかし、英はその立場を際限なく利用して適当に過ごしていることを思い出して、考えを改める。

「眠そうだねえ、志穂ちゃん。私もひっさびさにこんな早く来たから眠いわあ」

「本当に、珍しいですよね。ええと……舞先生が朝早いの」

「うん。この時間なら、志穂ちゃんと二人きりになれると思ってね」

「私と？」

　職員室には、志穂と英の他に誰もいない。

　ふと、空気の冷たさを鋭敏に感じる。冴えない頭で聞いていたけれど、英は、二人きりで話すためにわざわざ早起きしてきた、と言ったのだ。

　普段の英のことを考えると、これは実際、異常なことだ。

　その異常さにやっと気付いて、嫌な予感がする。

「単刀直入に言うけど」

　その言葉がすでに不穏な内容を予告していると、そう思った。

「輝夜くんと、別れて欲しいんだよね」

　とびっきりの笑顔で、英はそう言った。







　第五章




「この間の夜、志穂ちゃん、歌舞伎町にいたよね？」

「な、何のことですか」

「とぼけなくていいって。見ちゃったんだよね、私。志穂ちゃんが、金髪の格好良いホストさんに抱っこされてるとこ」

　急激に体温が下がっていくような感じがした。

（……ま、まさか、見られて……）

　そんな志穂をよそに、英は愉快そうな口調で言う。

「格好良すぎて、一瞬誰かと思ったけど、あれ、会長さんだよね？　あの子、ホストやってるんだー！　ってびっくりしちゃったよ」

「……戸倉くんのこと、どうするつもりですか」

　恐る恐る、志穂は尋ねる。

「別に？　彼のことは、どうする気も無いけど」

　彼のことはね、と。

　そこが大事なことであるとばかりに、繰り返す。

「いいじゃん別に、生徒会長がホストやってても。むしろ、生徒会長でホストだなんて萌えるよね」

「萌えるって……」

「ホスト遊び、好きだしね、私。志穂ちゃんに仕事変わってもらってたのも、合コンじゃなくてホストクラブ行きたかったからだし」

　その言葉で、やはり英が、自分たちのことを目撃していたのだと確信する。

「で、本題なんだけど」

　一段と楽しそうに、英が微笑む。

　より一層、背筋が凍るような感じがして、額を冷や汗が流れる。

（……舞先生は、一体、何が言いたいのだろう）

　そう思ったけれど、しかしよく考えてみれば、英は一番始めに、用件を言っていた。

「輝夜くんと、別れてくれないかな？」

「べ、別にわたしたち、付き合ってたりするわけじゃあ……」

「お店の外であんな風にしてるなんて、ただならぬ関係でしょ？　だから、その関係を断って、って言ってるのよ」

「……そんなこと、言われましても……」

「付き合ってるわけじゃあないなら、尚更簡単じゃない。私、あの子を歌舞伎町で見かけてから色々調べてるうちに、気に入っちゃったんだよね。──好きになっちゃったんだよね」

　生徒とか教師とか、立場の違いに苦悩する気配を一切見せずに、英はそう言い切った。

　その事実に、志穂は思わず怯んでしまう。

「もし言うこと聞いてくれないなら、パパに言って、志穂ちゃんも──あの子も、学校辞めさせるから」

「や、辞め……っ!?」

「それじゃあ、よろしくね」
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　英との会話は、他の職員が出勤してきたことにより、終了した。

（……どうしよう。戸倉くんのこと、私のせいでバレちゃった……）

　取り返しのつかないことをしてしまった。救いを見いだすなら、英が今のところは、それをバラそうとしていないことか。

（関係を断て、と言われても……）

　副担任と生徒。この関係は、切るに切れない。

　生徒会執行部顧問と生徒会長。この関係は、英から切るように言われている。瞬は今まで顧問無しでやっていたのだから、平気だろうという言い分だった。ダメだとしても、英の立場なら押し切ることもできるだろう。

　ホストクラブの経営代行者と従業員。この関係は、実はそろそろ終わりに近づいていた。陽子から、もうすぐ退院できるという連絡があったのだ。だから、英に言われずともこれは、直に終わるものだ。

　そもそも、瞬と志穂の間に、特別な関係はない。

（……キスをされたり、一晩一緒に過ごしたりは、したけど）

　英の言い方からして、学校外での関係を断て、というニュアンスが強かった。

　それぐらいのことで、瞬も自分も学校を辞めずに済むなら安いものだ。

　しかし頭では分かっていても、心の奥底は反発していた。

　どうするべきなのか、自分はどうしたいのかを悩みながら一日過ごし、その日の放課後は、瞬に呼ばれていたため生徒会室へと向かう。

　関係を断てと言われたばかりだが、前日の、新入生歓迎会に関する進捗を聞かなければならない。これは仕事の一環でしかないと言い訳し、しばらく不要となっていた生徒会室の鍵を使って、中に入る。

「これ、通ったよ！」

　と、志穂の顔を見るなり、瞬が明るい声で言う。

　手には新入生歓迎会の企画書。その表紙にはでかでかと受領印が押されている。

「いやあ、案外すんなりいったぜ。埼玉にある、県トップの進学校が毎年、新入生歓迎マラソンとかいうので十キロぐらい走ってるんだって話を出してやったら、教頭もすぐ頷いてくれたし──」

　嬉しそうに、自分の通した企画の自慢をする瞬。

　口や態度は素直じゃないが、そこには、全校生徒への思いや生徒会長としての責任感の強さが感じられた。

（……ああ、この子はやっぱり、良い生徒会長だ。絶対に、学校辞めさせたらだめだ）

「戸倉くんって、本当に、生徒会長むいてるよね」

　最初は全然、そんなことないと思ったけれど。出会い方が異なれば、もっと早く分かっていたに違いない。

「あ？　何だよいきなり」

「ううん、何となくそう思っただけ」

「……別に会長なんて、内申稼ぎにやってるだけだよ。この企画を通して任期満了すりゃあ、大学への推薦も確定するみたいだし、それまで嫌々やって……って、何笑ってんだ」

「あはは。何でもないってば」

　普段はあんなに積極的なのに、素直に褒めると、素直に照れる。それが可笑しくって、声に出して笑ってしまった。

　本当は、英から持ちかけられた話を瞬にも相談しようと思っていたけれど。根が純粋な瞬にこんな話をしたくなくて、志穂は黙っていることにした。

「それより……約束、覚えてるよね？」

「約束？」

　言われて、ようやく思い出す。

（そうだ。企画を通せたらデートしてあげるなんていう約束を、してたんだ）

　英との件が無かったにしても、冷静に考えてみれば安易にオーケーしすぎていた。

「あの、それは……」

「……何？」

　言い淀む志穂を見て何かを察したのか、眉間にしわを寄せる。ここで、「あの時良いって言ったよね？」と軽々しく詰め寄ってこない辺りが、瞬らしい。

　もし本当に駄目だと思って、駄目だと言えば、諦めてくれるだろう。

　──しかし。

（それで私は、納得できるんだろうか）

　英の要求が理不尽だと感じるのもあったが、それ以上に、もっと利己的な理由で、それを納得できないような気がしていた。

　心の奥底に沈殿しているその感情を刺激しないようにと気を付けながら今まで過ごしていたけれど、こんな局面になってしまえば、向き合わずにはいられなくなる。

「……ごめん。ちょっとだけ、考えさせて」

「…………分かった。一応、今週末のつもりで予定組んどくから。ああ、キャンセルされても困らないようにはするけどね」

「うん……、ごめん」

　そう言い残して、生徒会室を去る。

　結局また、答えを保留にしてしまった。

　ただ、単純に逃げ出したのではない。自分一人で答えを出すのが怖かったのは事実だが、その前にある人に話を聞いて貰おうと思っていた。
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　もうすっかりと通い慣れてしまった、歌舞伎町。相も変わらず人の多い通りを歩く。ようやく愛着が湧いてきたというのに、これからはもう来る必要がなくなると思うと、少し寂しく思う。

　話を聞いて貰いたい相手というのは、神だった。

　瞬の事情も、志穂の事情も知っていて、その両方に寄り添って相談に乗ってくれそうなのは彼ぐらいだ。そう思い、セニシエンタを目指す。

　と、途中で、瞬の姿を見つけた。

（……また、女の人と一緒にいる）

　明るい茶髪を派手にカールさせた女性だ。胸元を大きく開けた服装で、瞬の隣を歩いている。

　この街を歩いていてそういった場面に出会ってしまうのは致し方ないが、複雑な気持ちになる。仕事だと、分かってはいるけれど。

　無意識に二人の姿を目で追う。

　すると、女の人のほうが瞬の背中に腕を回して──キスをしていた。

（なっ……！）

　僅かな時間だけくっついて、そしてすぐに離れる。こちらからは、瞬の表情を窺うことができない。

（……嫌なもの、見ちゃったなあ）

　胸が、ひび割れたようにずきずきと痛む。このまま帰ってしまいたい気分だったが、何とか足を前に進めた。

　店についてからすぐに神に会い、相談を持ちかける。

　かなり複雑な状況で、そのうえ自分の気持ちもまだはっきりとしていない。

　曖昧な部分が多かったけれど、それでも神は、しっかりと理解してくれた。

　もしかすると志穂の思いについては、志穂自身よりも理解したかもしれない。

「それは──それはまた、辛い目にあってしまいましたね」

　神が最初に漏らした感想は、志穂を心配するものだった。軽く頭を撫でて慰められ、気恥ずかしくなる。

「しかし、困りましたね……。その英さんという方をどうこうする、というのは、考えていないのでしょう？」

「……ええ、まあ」

　今はこんな事態になってしまっているとはいえ、それ以外は何かと頼りにしているのだ。できれば穏便に済ませたいと思っている。

「……不幸の中に、無理矢理幸いを見いだすのであれば、星野さんがそろそろ戻られること、ですかね」

　気休め程度に言ったのだろうけど、そこまで自分と神の考えが一致していることに安心していた。この人に相談したのは、やっぱり間違いじゃなかった。

　だからたぶん、神の中でも結論は出ているのだろう。

　言い出しづらい結論が。

「神さん、お話聞いてくれてありがとうございました」

「……ええ。それは良いのですが」

「やっぱり、英先生の言うとおりにするのが一番良いと思うんです」

「………………」

　神の反応を見て、やはり同じ事を考えていたのだと分かる。

　そして一度結論を出してしまえば、あとは楽だった。

「そもそも私は、戸倉くんがホストをするのに反対する立場だったはずなのに、いつの間にか、一緒にいる時間が増えて──色んなことを言われたり、されたりして──それが楽しく思えたりもして──そんな状態が、変だったんですよ。だから、元に戻るだけです。戸倉くんのお家のことも聞いちゃったし、ホストを無理に辞めさせることもないかなあって──」

「……本当に、それで良いんですか？」

「…………はい」

「先ほど、路上で瞬がお客様とキスしている場面を見たと言っていましたが、それでも、私には分かります。彼の貴方に対する態度は、お客様に対するものとは違う──彼はきっと、貴方のことを……」

「大丈夫。分かっていますから」

　さすがにここまで来て目をそらし続けるわけにはいかない。

　自分の気持ちから。そして、瞬の気持ちから。

（私は、まだ一度も、戸倉くんの気持ちに答えていないし）

「そこまで言うのなら、私はもう何も言いません。……せめて約束していたというデートには、行ってあげてください」

「……そうですね」

　そこで全部、終わりにしよう。
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　待ち合わせは、都心から離れて横浜駅前。

　万が一にも英の目に触れないために、という心配りだ。その考えは瞬には伝わっていないため、不思議そうな顔をされたが。

　日も沈み始めた、午後五時半。

（今日が終われば、戸倉くんとはもう、こうして学校の外で会うこともなくなるんだ。……だからせめて、今日を精一杯楽しもう）

　瞬の姿を探して駅の入り口を眺めていたら、すぐ後ろに誰かの気配を感じて振り向く。

　そこには黒いヘルメットをしてバイクに跨がった瞬の姿があった。乗っているバイクはよく見てみれば、何かの映画で見覚えがあるようなデザインだった。

（なんだったっけ……有名なやつだとは思うんだけど）

　そんなことを考えているうちに、バイクから降りた瞬がヘルメットを外す。

「ふう」と息を吐き、髪が気になるのか、頭をぶんぶんと振る瞬に、周りの──特に、女性の注目が集まっているのを感じる。

　瞬は普通に街中にいるだけでも、目立ってしまうようだ。

「ちゃんと来てくれたんだ」

　志穂のほうを見ると、少しだけ安心したように微笑んで、瞬が言った。

「来るよ、約束したしね」

「何だかんだ理由つけて断られるかなって思ってた」

「何で？」

「いつもは仕事のこととか、学校のこととか理由つけて会ってたけど、今回は完全に、デートだからな」

　デート、とはっきり言われてどきりとする。

（……そう、今日は、戸倉くんとデートをしにきたんだ）

　いつもならここで自分の考えと向き合うのをやめてしまうけれど、今日は違う。

　服装だって、少しだけ気合いが入っている。普段は着ることのない、薄ピンクと白を基調としたワンピースを引っ張り出してきたのだ。

（……戸倉くんは、どう思ってるのかな）

　いつもの調子ならここで、服について言及してきそうなものだけど、瞬は何も言わない。

（まさかコメントしづらいほど、外しちゃってるのかな、わたし）

　心配に思って固まっていると、いきなり頭にヘルメットを被せられる。

「何ボーッとしてんだ、ほら、乗って」

「……うん」

　頷いてバイクに跨がると、瞬がバイクを発進させる。

　瞬は黙っていたが、段々と自分の格好が恥ずかしく思えてきて、気を逸らすように瞬に話を振る。

「このバイク、どこかで見た気がするんだけど……」

「お、ベスパ分かるのか？」

「ベスパ？」

「……ああ、名前を知ってるわけじゃないのか。それじゃあ、映画のほうかな」

「たぶんそう、映画で見たの。何の映画だったっけ……」

「ローマの休日」

「あ、そっか」

　言われて思い出す。あれを忘れるなんて、ド忘れもいいところだ。

「このバイク、高いんじゃないの？」

「それなりにするんだろうけど……実は俺も、自分で買ったわけじゃねえんだ」

　バツが悪そうに、瞬が言う。

「神にもらったんだよ、これ。ホスト始める時に、就職祝いって言ってな」

「……へえ」

「『私にはもっと良い車がありますからね』とか、ふざけたこと言いやがって……」

　その言い方が、拗ねた子供みたいな風で、可笑しくなって笑ってしまう。

　しかしそんな瞬の態度も、神への信頼の裏返しのようにも思える。普段の振る舞いでは隙を見せない瞬が、気を許せる少ない相手なのだろう。

　瞬がバイクを走らせ、着いた先は、赤レンガ倉庫だった。到着する頃には辺りはすっかり暗くなっていて、建物がライトアップされ、噴水が踊り潮風の香りが漂う。

「それじゃあ、中入ってみるか」

　煉瓦造りの建物に、二人で入る。周りにいるのはカップルばかりで、もしかしたら自分たちもそう見えているのだろうかと少し気になった。

「来るの初めてだけど、こんな風になってるんだね……」

　雑貨屋や洋服店など様々な店が並んでいる。建物の雰囲気と調和した小洒落た雰囲気で、歩いているだけで楽しくなる。

「……って、あれ」

　気づけば、隣を歩いていたはずの瞬の姿が無くなっていた。店を見るのに集中しすぎていただろうかと慌てて辺りを見回す。

　すぐに通り過ぎていたアクセサリー店から瞬が出てきて、駆け寄ってきた。

「もう、見たいものがあるなら、言ってくれれば──」

「あっち向いて」

　不満を言おうとしたのを遮った瞬が、建物の奥を指差す。何だろうと思ってそちらを向くと、後ろから瞬の手が回されて、首に何かをつけられる感じがした。

　正面に回り込んできた瞬は、満足そうに笑って言う。

「うん、やっぱり似合う」

「……これ」

　瞬につけられたのは、星のデザインのアンティークネックレスだった。

「せっかく可愛い服着てるのに、首元が寂しいと思ってたんだよ。こういうアクセサリーとか、あんた、持ってないの？」

「う、うん……普段は、つけないし」

　着てきた服を可愛いと思っていてくれたことも、贈り物もどちらも嬉しかったけれど、特に服に関しては完全に失敗したと思っていたため、どういう反応をしていいのか分からなくなる。

「何だ、余計なことしたか？」

　志穂のリアクションがいまいちだったせいか、瞬が尋ねる。

「あ、ううん、嬉しいよ。……ありがとね」

（……本当に、嬉しい）

「そっか。そりゃあよかった」

　気取った風にそう言って歩き出した瞬に並んで、志穂も店内を歩く。それから外に出て、路上パフォーマーの演技を横目に見ながら、赤レンガ倉庫を後にした。

　初めの時とは違い、むしろ心地よくさえなってきた二人乗りをしながら大桟橋を渡る。そこから見える夜景に目を奪われているうちに、レストランに到着する。

　予約してあったようで、海に面した大きな窓の真正面の席へと案内された。

「はい、どうぞ」と座る時にさりげなく椅子を引いてくれる。座って食事を待つ間に、志穂は窓の外を眺めた。

「いい眺めだね、ここ」

　落ち着いた空気の店で、時間がゆっくりと流れていくようだった。

「気に入ってくれてよかったよ」

「……よく来るところなの？」

「いつも行くとこなんて使うかよ、当たり前だろ」

「……そう、当たり前、なんだ」

　わざわざ自分と出かけるためだけに見つけてくれた場所だという、それだけの事実でも気分が高揚してしまう。

　最高の気分だった。

　すべての時間が、何よりも愛おしく思えた。この後に、瞬に別れを告げなければならないという不安を抱えていたにも関わらず、純粋に楽しんでしまった。

　それでも食事を終えれば、この時間も終わってしまう。

　お互いの皿が空になり、言わなければ、と思いながらも決心がつかずにいると、瞬のほうから先に切り出されてしまう。

「──どうしても連れて行きたいところがあるんだけど、いい？」
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　連れてこられたのは、見慣れた場所。

　人目を避けるようにしながら通りを抜け、店内へと案内される。

　普段なら営業をしているはずの時間なのに、セニシエンタは無人だった。瞬がわざわざ、自分のために、今日は臨時休業にしてしまったらしい。

　陽子がいない間の実質的なトップである『輝夜』だからこそまかり通る無茶だった。

「──夢の時間へようこそ、お姫さま」

　扉を開けた瞬は、そのまま志穂の前に跪く。

「……それ、ちょっと懐かしいな」

　確か初めてお店に入った時に言われた言葉だ。

　あの日から一ヵ月ほどしか経っていないにも関わらず、もう随分と昔のように感じる。

　そんな風に考えながら、瞬と初めて会った時のことを思い出す。

　一緒にセニシエンタを任されることになった時のことを。

　生徒会執行部顧問に指名された時のことを。

　突然に唇を奪われた時のことを。

　お互いの家に行った時のことを。

　思い出す。

「こっち、上がって」

　微かな照明の灯る、セニシエンタのダンスステージに、二人で上がる。

（……ああ、私は）

　手を引いてくれる瞬の顔を見ながら、志穂はしみじみと痛感する。

（この子のことが、好きなんだ）

　今まで避け続けていた、直截的な言葉。一度認識してしまえば後戻りできない、深い泥沼のような思いに、足を踏み入れてしまう。

「──ここのステージは、本来、ホストが本当に気にいった客としか立たない、って決まりになってるんだ」

　そう言って、瞬は志穂の手を取る。いつの間に操作をしたのか、舞踏会に相応しい優美な曲が流れ始めていた。

「……私、踊りなんてできないけど」

「だろうね」

　尻込みする志穂の耳元で、瞬が囁く。

「いいから、俺に任せて」

　瞬が志穂の腕を引けば、それに合わせて志穂の身体も自然と動く。足の動きも軽やかになる。無人の店内での、二人だけの舞踏会。

　足音と音楽だけが、静かに響く。

　ぎこちないステップをフォローするように、瞬の腕が腰に回される。力を抜いて身を任せれば、本物の王子様とお姫様のように、綺麗に踊ることができた。

「……そう、そんな風に……うん、上手だ」

　瞬の言葉に、本当に自分で踊れているかのような気持ちになる。

　羽が生えたような浮遊感と、甘いお酒に溺れるような陶酔感。

（……本当に、夢みたいだ）

　セニシエンタ──スペイン語で、シンデレラ。

　今の自分がまさに、魔法をかけられた夜のシンデレラのようだと、志穂は思った。

「俺がここにあがるのは、今日が初めてだよ」

「……それって」

　ぐいっ、と瞬が腕に力を入れる。一瞬、ふわりと身体が浮いたかと思うと、次の瞬間には、息がかかるくらいの距離に、お互いの顔が近づく。

「気にいった、なんて言葉じゃ全然足りない。ホストとか、生徒とか、そんなの全然関係ない。……俺は、俺はあんたのことが」

　──それ以上。

　それ以上聞いたら、余計に辛くなると思いながら、それでも次の言葉を待ってしまう。

「好きだ」

　ゆっくりと、瞬が口づけをしてくる。

　二度目となる今度は、逃げようとせず、志穂も目を閉じた。

　瞬は、自分の思いの強さを示すかのように、強く、強く、唇を重ねてくる。

　志穂もまた、瞬の全てを求めるように、背中に手を回して、それに応える。

　そのまま、息が苦しくなるほど長い時間が経った。

　音楽が鳴りやみ──日付の変わりを告げる時計の音が、鳴り響いた。

　夢のような時間は終わって、現実を迎える。

（……私はもう、十分に、幸せだ）

（だから、言わないと）

「あんたの気持ちも、聞かせて欲しい」

　瞬がそう口にする。

「わ、私は……」

　瞬のことが好きなのは、もはや紛れもない事実だ。

　生徒会長としての瞬も。ホストとしての、輝夜も。

　その両面に、全面的に味方したいと思っているからこそ、自分の気持ちを押し殺さなければならない。

「……私は、あなたなんて」

　そこで言い淀む。濁った川のように言葉が詰まり、声が出ない。

　だから、台本でも読むように──芝居でも演じるように、かつての台詞をなぞった。

「──ホストなんて」

　瞬と、目を合わせることができない。

「嫌い、だから──」

　初めてキスをした時に、あんな嬉しそうな顔をしていた彼が、今、一体どんな表情を浮かべているのか考えただけで、心が壊れてしまいそうだった。

「だから、ごめんなさい」

　本当なら、壊してしまったほうが良かったのかもしれない。

（……だって、私は、そんなことを言ったって、言ってしまったにも関わらず、それでもまだ、あなたのことが好きなままなのだから）

　逃げるように、早足で店を出る。追ってくるかと思ったけれど、瞬はそうしなかった。

　心にもない嘘を吐いてしまった、吐かざるをえなかったその空虚さで、胸が張り裂けそうなほど痛む。

　痛くて、痛くて、痛すぎる、痛み。

　それでも志穂は、その痛みを、涙という形で逃がしてしまわないように必死に堪えて、受け止める。

　この痛みが限界になって。

　耐えられなくなったら。

（そしたら私は、彼のことを──きっと、諦められるから）
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「ありがとうね、志穂。大変だったでしょう？　もう戻れるからね」

「うん。お母さんも、また無理しちゃだめだよ、年なんだから」

「あらあら、あなたにそんな風に心配されるなんてね」

　陽子が一ヵ月近い時間を過ごした病室を、二人で片付ける。

（……これで本当に、全部元通りだ）

　セニシエンタに行くことも、もう無いだろう。







　学校でも、生徒会室に行くことはない。返し損ねていた鍵がポケットの中で指先に触れる。金属の冷たさが染み渡ってきた。

　教室で授業をする時は、極力、瞬のほうを見ないようにしていた。あの日以来、まともに顔を合わせていないが、平然としている印象だった。

（乱されているのは、私だけ……か……）

「…………はあ」

　と大きくため息を吐く。さっきから全然集中できずに、仕事が進まない。職員室で今日中に終わらせようと思っていた分もやりきれず、残っているのは志穂一人となっていた。

　肩をまわしてほぐしてから、瞬のクラスの生徒に課した、小テストの採点作業を進める。

　百人一首を題材に、古文単語を覚えようという意図のものだ。

　生徒たちのテストを機械的に採点していると「戸倉瞬」の名が目に飛び込んできて、手を止めてしまう。最早、意識せずにはいられないその名前。

　気を取り直して、答えを確認していく。順を追って見ていくが、完璧な答案だった。百人一首の勉強は疎かにされやすく、平均点は六割から七割なので流石だった。

　たぶん全問正解なんだろうな、と思っていたが、最後の問題を間違えていた。

「……あれ？」

（おかしい。戸倉くんがこんな間違い方、するはずない）

　最後の問題は、「これは、ある短歌を現代語に直したものである。元になった歌を書きなさい」というもの。

　他の生徒は細部の接続や言葉の端を覚え間違えるか、そもそも元になった歌を知らない間違いかの二択。間違えている多くの生徒は前者であり、瞬も本当にミスをしたのであればそうなるはずだが、違っていた。

　解答欄に書かれていたのは、まったく別の短歌だった。




　憂き身をば　我だに厭う　厭へただ　そをだにおなじ　心と思はむ




「…………っ！」

　歌の意味に気付いて、志穂は、取る物も取り敢えず、職員室を飛び出した。

　百人一首に、そんな歌は含まれていない。苦し紛れに書いた解答と考えるには、問題から離れすぎている。

『ふがいない自分が嫌いだ』

『あなたも私の事を好きになれないのであれば、どうか嫌ってください』

『私を嫌いであるという感情だけでも、あなたと一緒でありたい』

　忠実な解釈をすれば文意はずれてくるが、瞬がこの歌を書いたのは、自分へのメッセージに違いない。

　そこまで理解すると、いや、実際には理解するよりも早く、身体が動いた。

（私は──あなたのことを、嫌ってなんかいない）

　そんな誤解をされたままでは、耐えられない。

（それに、戸倉くんが自分のことを嫌いになんて──絶対に、なったらだめだ）

　あらゆる思いが抑えきれずに、英の言いつけも忘れて、志穂はセニシエンタに向かった。

「戸倉くん！」

　入り口の扉を開けるなり、入店対応にやってきたホストも無視して店内に踏み込む。何だ何だと客やホストがざわつくが、その中に、瞬の姿はない。

「志穂さん！　一体どうしたんですか！」

　騒ぎを聞きつけ、神が駆け寄ってくる。

「あの、戸倉くんはどこに？」

「……とりあえず裏へ。ここでは色々と問題があります」

　言われて、一緒に事務室へと移動する。

「……まさか、貴方の方が先に動くなんて、思いもしていませんでした。どうしてまた、瞬に会いにきたのですか？　……と聞くのは、野暮でしょうね」

　何かを察したように、神が温かい笑みを浮かべる。それを見て、興奮状態になっていた心が少し落ち着いて、冷静になれた。

「あの、戸倉くんは？」

「……私から言っていいものなのか知りませんが……あいつは、店を辞めましたよ」

「ええっ!?」

「私に頭を下げて、『俺が抜けた後のセニシエンタを、お願いします』なんて言ってね。……そんなことを言われたら、私もセニシエンタに居残るしかないじゃないですか」

　あの瞬が、神に頭を下げている場面なんて想像もできない。

「それじゃあ、神さんのお店は……」

「一時休業、ですかね。また後任を育て直さないといけませんが……一つ、鏡さん辺りにでも頑張ってもらいますかねえ」

　そう言って、神は笑う。笑えるほど楽な状況じゃないはずだけれど、随分と愉快そうな笑顔だった。

「まったく、瞬の口から敬語を聞くのなんて随分と久しぶりでしたよ」

「何で、何で辞めたんですか？　だってあの子は……」

「妹さんの分も含めての生活費や学費自体はもう十分、貯まっていたはずです。少しアルバイトでもしながら学校に通えば安心なぐらいには。それでもあいつがホストを続けていたのは、星野さんへの恩義からでしょうがね」

「……それなら」

　確かに、ホストを辞めること自体は可能だ。

　でも、恩義を感じていたというのなら、どうして突然辞めたのだろう。

　──心当たりは、一つしかない。

「実は、貴方に相談された話を、あいつに教えてしまったんですよ」

　申し訳なさそうに、神が吐露する。

「……たぶん、貴方とデートをしたその足で、私のところに来たんでしょうね。かなりショックを受けていたみたいで、その時のあいつの様子……見るに堪えないものだったので、思わず、ね。……すみません」

「いえ、神さんは何も悪くないです」

（でもこれで、戸倉くんの行動の意味も、何となく分かった）

「代わりといっては何ですが、あいつが今どこで何をしているのか、教えますよ」

　神から瞬の現在を聞かされる。その内容に少なからず驚かされた。

　それから店を出て、瞬に会いに行こうとする。すると、入り口で知った顔とすれ違った。

「あら、志穂ちゃん。元気？」

「……英先生」

「何？　そんな怯えちゃって。あっ、もしかして生徒会長さんから話、聞かされてない？」

「話、ですか？」

　神から英のことを聞かされていたというのなら、瞬の性格を考えれば抗議に言っていてもおかしくはない。そういう穏やかではない話かと思ったが、違った。

「志穂ちゃんと会長さんのこと、もう興味なくなっちゃった」

「……え？」

　あまりにもあっけらかんとした調子で言われるので、思わず気の抜けた声が出てしまう。

「あの子、私に土下座とかしてくるのよ、信じられる？」

　信じられるかどうかで言えば、信じられないというのが本音だった。

　まさか神にお願いするだけではなく、英のところにも行っていたなんて。

「……それだけで、許してくれたんですか？」

「許すっていうか、だから、興醒めしちゃったんだって。例え好きな男でも、土下座なんてされたら醒めちゃうわよ。……それに」

　と、英は何かを思い出しているのか、少しだけ目を細めて言った。

「前にお店で見た時は、格好いい顔してたんだけど……普通に会ったら、ただのガキンチョって感じだったのよねー」

　見かけたのは、体調が悪い志穂を、運び出していた時のことだろう。

「……まあ、本当のこと言うと、あの子、土下座しながら『もし許してくれないなら、会長に職務怠慢のことを報告する』とか脅してくるのよ、怖い子よね」

　そうは言いながらも、感心したような風に英は言う。

「パパ、何だかんだ言って厳しいから。志穂ちゃんにお仕事押しつけたのバレたら、私のほうが怒られちゃうってわけ。……とにかくそういうことだから、追い出し任せちゃったことはナイショでよろしくねっ」

　そのまま英は、楽しそうに店内を歩いて行った。その後ろ姿を見つめながら思う。

（……脅されたとか、興醒めとか、……なんとなく嘘っぽい言い方だったけど……）

　そこを追求するのも無粋だと思い、志穂は前に向き直る。

　これで本当に、誰にも遠慮する必要はなくなった。

　後は、自分たちがどうしたいのかだけだ。
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　街頭の光が点々と灯る薄暗い道路を、地図と見比べながら歩く。

（神さんの言うとおりなら、たぶんこの辺り……）

　一軒一軒、表札を確認していると、「藤木」という名前のものを見つける。

「……ここだ」

　そのまましばらく、今度は時計を見ながら待つ。

　時刻は夜の十時半。そろそろのはずだ。

（まさか戸倉くんが、家庭教師を始めたなんて）

　セニシエンタで知り合った人と個人契約をしたらしい。今年高校受験を迎える、女子中学生の娘を持った客に雇われたそうだ。

　神に聞いたところによれば、「普段の喋りから知的さは見抜いていたし、娘もこんな格好良い人に教えられるなら、勉強できるだろう」と、雇い主からの期待は大きいようだ。

　玄関の扉が開いて、中から金色の髪がちらりと見えた。その場で少し留まった後、門を抜けて、こちらへ来る。

　制服姿の瞬が、電柱にもたれかかって立っている志穂を見て、驚いて目を見開く。

「……あんた、なんで」

「ごめんなさい！」

　瞬の言葉を遮って、志穂は深く頭を下げた。

「私、色々隠してて、その、嘘も吐いたし、傷つけるようなことも言って──それなのに、また私から会いに来ちゃって……、とにかく、ごめんなさい」

「…………はあ」

　一つため息を吐くと、瞬は志穂の頭を両手でがっちりと掴んで、上げさせた。

「謝られても意味ねえし、……謝るにしたって、そこじゃねえだろ」

　いつにもないキツい目で志穂を見据える。少し考えてから、もう一度、やり直す。

「……ちゃんと相談できなくて、ごめん」

「うん、許す」

　言って、瞬がぱっと両手を放した。

「……神の野郎から、話を聞いてきたってことで良いんだよな」

「うん」

「それで？」

　後ろの家が気になるのか、ちらちらと確認しながら、先を促してくる。

「俺はもう伝えたぞ。あの日に、全部言った。……だから、あとはあんたの答えを待つだけだ。それとも、もう一度俺の思いを聞きたいっていうんだったら──」

　瞬の言葉を遮って、志穂は瞬に抱きつく。

「ごめん、ごめんなさい──私、やっぱりあなたのことが好き。英先生のことが無くても、教師だからって、生徒だからって、見ないふりをし続けてたけど……それでも、どうしようもなく、辛かった」

　栓を抜いたように、言葉がぼろぼろとこぼれ落ちていく。つられて、涙も込み上げてきて、抑えきれなくなって、全部言ってしまう。

「好き……好きです、私は、あなたのことが、好き」

　肩に顔を埋め、嗚咽を漏らす。その志穂のことを、今度は瞬が強く抱きしめた。

「……はは、ようやく言ってくれた」

　瞬が、声を抑えて涙する志穂の顔を上げさせる。どちらからともなく動いて、唇を重ねた。今までよりもずっと優しく、触れ合うだけのような口づけだけれど、より一層、瞬のことを近くに感じる。

「……んっ、だめ……せっかく、後ろめたいことなくなったのに、これじゃあまた……」

　生徒と教師という立場は、変わらない。それが、英以外に発覚すれば今度こそ、二人ともただでは済まないだろう。

「──だったら、俺が卒業したら」

「──だから、戸倉くんが卒業したら」

　二人の言葉がかぶって、思わず、顔を見合わせて笑った。

「その『戸倉くん』っていうの、余所余所しくないか？」

「駄目だよ。生徒の間は、贔屓になっちゃうから。……戸倉くんのほうこそどうなの？」

「うん？」

「……一度も、名前呼んでくれてない」

　名前どころか、名字ですら呼ばれたことがなかったはずだ。

「いつも『あんた』とか『お前』とか言って……」

「は。はは、もしかして、気にしてた？」

「別に、そんなのじゃないから。というか、普通に『先生』って呼んでくれればいいのに」

　などと言っていると、急に真剣なトーンで瞬が、囁いてくる。

「──それは無理。だって、俺にとってはもう『先生』じゃなくて、恋人だからね」

　恋人、と明確に言われて、心の奥がざわめきたつ。以前なら必死に抑えていたその感情も、今は枷が外れて素直になって、風に吹かれた綿毛のように心を埋める。

「……もう、まだ先生でしょ」

　こんなやりとりができるのもあと一年もないと考えれば、我慢することも辛くない。

　一人でなら耐えきれないような辛いことも、二人でなら、平気なはずだから。
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